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「一八世紀」及び「一九世紀」における国際法観念（二）

「
一
八
世
紀
」
及
び
「
一
九
世
紀
」
に
お
け
る
国
際
法
観
念
（
二
）

︱
︱
「
勢
力
均
衡
」
を
題
材
と
し
て
︱
︱

明　
　

石　
　

欽　
　

司

序
論
：
問
題
の
所
在

第
一
章　

若
干
の
予
備
的
考
察

　

第
一
節　
「
勢
力
均
衡
」
及
び
そ
の
関
連
用
語
の
定
義

　

第
二
節　

勢
力
均
衡
を
巡
る
国
際
法
学
の
現
状

　
　
（
１
）　

現
代
の
国
際
法
概
説
書
に
お
け
る
勢
力
均
衡

　
　
（
２
）　

国
際
法
史
概
説
書
に
お
け
る
勢
力
均
衡

　
　
（
３
）　

個
別
専
門
研
究
に
お
け
る
勢
力
均
衡

　

第
三
節　

前
史
：「
一
八
世
紀
」
以
前
の
勢
力
均
衡
を
巡
る
理
論
状
況

　
　
（
１
）　

勢
力
均
衡
の
起
源
と
同
時
代
の
理
論
状
況

　
　
（
２
）　
「
一
八
世
紀
」
以
前
の
「
勢
力
均
衡
」
を
巡
る
諸
理
論

（
以
上
、
八
十
七
巻
六
号
）

第
二
章　
「
一
八
世
紀
」
以
前
の
「
国
際
法
」
関
連
文
献
に
お
け
る
勢
力

均
衡

　

第
一
節　
「
一
七
世
紀
」
以
前
の
「
国
際
法
」
関
連
文
献
に
お
け
る
勢

力
均
衡

　

第
二
節　
「
一
八
世
紀
」
の
「
国
際
法
」
文
献
に
お
け
る
勢
力
均
衡

第
三
章　
「
一
九
世
紀
」
の
国
際
法
文
献
に
お
け
る
勢
力
均
衡

　

第
一
節　
「
勢
力
均
衡
」
の
政
治
的
・
法
的
価
値
を
否
定
す
る
国
際
法

文
献

（
以
上
、
本
号
）

　

第
二
節　
「
勢
力
均
衡
」
を
政
治
的
原
則
と
し
て
肯
定
す
る
国
際
法
文

献

　

第
三
節　
「
勢
力
均
衡
」
の
国
際
法
規
範
性
を
肯
定
す
る
国
際
法
文
献

　

第
四
節　
「
勢
力
均
衡
」
を
国
際
法
の
基
盤
と
み
な
す
国
際
法
文
献

結
論

（
以
上
、
八
十
七
巻
八
号
）
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第
二
章　
「
一
八
世
紀
」
以
前
の
「
国
際
法
」
関
連
文
献
に
お
け
る
勢
力
均
衡

　
第
一
節
　「
一
七
世
紀
」
以
前
の
「
国
際
法
」
関
連
文
献
に
お
け
る
勢
力
均
衡

　

一
七
世
紀
以
前
の
若
干
の
「
国
際
法
」
関
連
文
献
に
お
い
て
、「
勢
力
均
衡
」
は
次
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
い
た
。

　

先
ず
、
一
六
世
紀
末
に
ゲ
ン
テ
ィ
リ
（A

lberico Gentili

）
は
、『
戦
争
法
論
三
巻
』（
初
版
一
五
九
八
年）

（（
（

）
の
中
に
「
便
益
に
基
づ

く
防
衛
に
つ
い
て
」（D

e utili defensione

）
と
題
さ
れ
た
章
（
第
一
巻
第
一
四
章
）
を
設
け
、
そ
こ
で
勢
力
均
衡
に
触
れ
て
い
る
。

（
ゲ
ン
テ
ィ
リ
は
「
便
益
に
基
づ
く
防
衛
」 

を
「
我
々
自
身
が
攻
撃
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
恐
怖
か
ら
戦
争
を
遂
行
す
る
こ
と
」
と
定

義
し
て
い
る）

（（
（

。）
彼
は
、「
平
和
の
父
」（pacis pater

）
で
あ
る
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
が
イ
タ
リ
ア
諸
君
主
間
で
の
勢
力
均

衡
の
維
持
に
常
時
注
意
を
払
っ
て
い
た
こ
と
に
言
及
し
（
こ
れ
は
、
前
述
の
グ
ッ
チ
ャ
ル
デ
ィ
ー
ニ
の
著
作
に
基
づ
い
て
い
る
。）、「
こ

の
こ
と
は
現
在
も
な
お
妥
当
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
」
と
疑
問
を
提
示
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
国
王
の
支
配
の
下
に
欧
州
全
体
が
服
す
る
こ

と
へ
の
警
告
を
発
し
て
い
る
の
で
あ
る）（（
（

。

　

一
七
世
紀
前
半
に
は
、
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
（H

ugo Grotius

）
が
『
戦
争
と
平
和
の
法
』（
初
版
一
六
二
五
年）

（（
（

）
に
お
い
て
戦
争
の
正

当
原
因
を
巡
る
議
論
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
も
し
そ
れ
が
余
り
に
強
大
に
な
る
な
ら
ば
危
険
の
原
因
と
な
り
得
る
強
大
化
し
つ
つ
あ
る
国
を
弱
体
化
す
る
た
め
に
武
力
を
行
使
す
る

こ
と
は
、
国
際
法
（jus gentium

）
に
よ
り
正
し
い
と
い
う
、
若
干
の
者
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
て
き
た
立
場
は
全
く
支
持
さ
れ
得
な
い）

（（
（

。」

　

こ
こ
で
は
、
勢
力
均
衡
の
維
持
の
た
め
の
戦
争
の
当
否
が
論
じ
ら
れ
、
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
は
そ
れ
を
正
当
な
戦
争
原
因
と
し
な
い
と

す
る
旨
が
示
さ
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
別
の
箇
所
で
は
、
隣
国
の
勢
力
増
大
に
対
す
る
自
衛
的
行
為
が
合
法
と
さ
れ
る
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た
め
に
は
、
そ
れ
に
対
す
る
恐
怖
心
の
み
な
ら
ず
、
自
国
を
攻
撃
す
る
と
い
う
「
意
図
も
確
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）（（
（

」
と
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る）（（
（

。

　

一
七
世
紀
後
半
に
は
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
（Sam

uel von Pufendorf

）
が
『
自
然
法
及
び
国
際
法
論
八
巻
』（
初
版
一
六
七
二
年）

（（
（

）

に
お
い
て
、
前
述
の
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
の
正
当
な
戦
争
原
因
を
巡
る
議
論
を
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
は
、
グ

ロ
テ
ィ
ウ
ス
が
提
示
す
る
不
当
な
戦
争
原
因
を
二
つ
に
区
分
し
、
一
つ
を
全
く
根
拠
の
な
い
も
の
、
他
を
僅
か
に
根
拠
の
あ
る
も
の

と
し
た
上
で
、
隣
国
の
勢
力
増
大
へ
の
恐
怖
は
後
者
に
属
す
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
と
同
様
に
恐
怖
だ
け
で
は

戦
争
原
因
と
し
て
は
不
充
分
で
あ
り
、
当
該
隣
国
の
自
国
を
害
す
る
意
図
が
明
確
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る）（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、「
国
際
法
」
関
連
文
献
中
で
勢
力
均
衡
に
関
連
す
る
と
解
さ
れ
る
諸
問
題
を
扱
っ
て
い
る
も
の
は
、
遅
く
と
も
一

六
世
紀
末
に
は
登
場
し
て
い
る
と
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
文
献
で
は
、
勢
力
均
衡
は
政
策
の
問
題
と
し
て

論
じ
ら
れ
る
（
ゲ
ン
テ
ィ
リ
）
の
み
な
ら
ず
、
正
当
な
戦
争
原
因
と
の
関
連
に
お
い
て
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
（
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
及
び

プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
）。
し
か
し
な
が
ら
、「
勢
力
均
衡
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
て
こ
の
問
題
を
論
ず
る
学
術
文
献
が
多
数
登
場
す

る
よ
う
に
な
る
の
は
、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
条
約
（
一
七
一
三
／
一
五
年
）
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
オ
ム
プ
テ
ダ

（D
ietrich H

einrich Ludw
ig Freyherrn von O

m
pteda

）
が
彼
の
時
代
ま
で
に
登
場
し
た
「
国
際
法
」
関
連
文
献
を
紹
介
す
る
一

七
八
五
年
の
著
作
に
依
拠
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
な
事
実
が
指
摘
可
能
で
あ
る
。
即
ち
、
同
書
に
は
欧
州
の
勢
力
均
衡
に
関
す
る

専
門
研
究
書
の
一
覧
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
一
九
点
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
内
の
一
八
点
が
ユ
ト
レ
ヒ
ト
条
約
以

降
の
著
作
な
の
で
あ
る）（（
（

。
ま
た
、
リ
ヴ
ィ
エ
（A

lphonse Rivier

）
は
、「
政
治
的
勢
力
均
衡
が
…
…
［
中
略
］
…
…
と
り
わ
け
ユ

ト
レ
ヒ
ト
条
約
以
降
の
一
八
世
紀
に
多
数
の
論
文
を
生
み
出
し
た
」
と
し
て
、
オ
ム
プ
テ
ダ
と
カ
ム
プ
ツ
（von K

am
ptz

）
が
約
四

○
編
を
引
用
し
て
い
る
と
す
る）（（
（

。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
研
究
書
の
存
在
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
国
際
法
の
概
説
書
に
お
い
て
も
勢
力

均
衡
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
節
を
改
め
て
、「
一
八
世
紀
」
に
お
け
る
「
勢
力
均
衡
」
を
巡
る
国
際
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法
学
の
諸
理
論
に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

　
第
二
節
　「
一
八
世
紀
」
の
「
国
際
法
」
文
献
に
お
け
る
勢
力
均
衡

　

一
八
世
紀
の
国
際
法
学
関
連
文
献
に
お
け
る
勢
力
均
衡
を
巡
る
議
論
を
検
証
す
る
た
め
に
、
本
節
で
は
先
ず
、
一
七
三
七
年
に
上

梓
さ
れ
た
バ
イ
ン
ケ
ル
ス
フ
ー
ク
（Cornelius van Bynkershoek

）
の
『
公
法
の
諸
問
題
二
巻）（（
（

』
を
紹
介
す
る
。
同
書
に
お
い
て

「
勢
力
均
衡
」
に
類
す
る
と
思
わ
れ
る
言
葉
は
見
出
さ
れ
な
い
が
、
そ
の
第
一
巻
の
末
尾
部
分
で
、
本
稿
の
主
題
と
の
関
連
に
お
い

て
興
味
深
い
、
次
の
よ
う
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

バ
イ
ン
ケ
ル
ス
フ
ー
ク
は
、「
主
権
者
を
そ
の
意
思
に
反
し
て
戦
争
を
遂
行
す
る
よ
う
強
制
す
る
こ
と
が
不
当
で
あ
る
の
と
同
様

に
、
彼
に
平
和
を
強
制
す
る
こ
と
も
不
当
で
あ
る）（（
（

」
と
述
べ
た
後
に
、
仏
西
が
戦
争
を
継
続
中
の
一
六
六
八
年
一
月
二
三
日
に
英
瑞

両
国
王
と
オ
ラ
ン
ダ
連
邦
議
会
の
三
者
間
で
仏
西
両
国
王
に
終
戦
を
迫
る
た
め
の
同
盟
関
係
が
形
成
さ
れ
た
事
例
（
三
者
の
意
図
は

翌
年
一
一
月
七
日
の
「
ピ
レ
ネ
ー
条
約）

（（
（

」
に
結
実
す
る
。）
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
よ
る
デ
ン
マ
ー
ク
占
領
が
現
実
の
も
の
に
な
り
そ
う
で

あ
っ
た
時
期
で
あ
る
一
六
五
九
年
五
月
二
一
日
に
英
仏
蘭
間
で
両
国
間
に
講
和
を
強
制
し
た
事
例
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
も
、
彼
は
、

「
こ
れ
ら
の
不
法
（
行
為
）」（hae injuriae

）
が
「
平
和
維
持
の
熱
意
」（studium

 conservandae pacis

）
と
い
う
口
実
と
「
国
家
理

性
」（R

atio Status

）
と
呼
ば
れ
る
「
怪
物
」（M

onstrum
）
に
よ
り
実
行
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
行
為
が
長
ら
く
の
流
行

で
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る）（（
（

。

　

こ
の
議
論
に
お
け
る
バ
イ
ン
ケ
ル
ス
フ
ー
ク
の
議
論
の
意
図
は
明
白
で
あ
る
。
即
ち
、
彼
に
と
っ
て
、「
勢
力
均
衡
」（
こ
の
言
葉

自
体
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
前
節
末
尾
で
触
れ
ら
れ
た
オ
ム
プ
テ
ダ
や
リ
ヴ
ィ
エ
の
記
述
や
次
に
見
る
イ
ッ
ク
シ
ュ
タ
ッ
ト
が
こ
の
言
葉

を
使
用
し
て
い
る
と
い
う
事
実
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
バ
イ
ン
ケ
ル
ス
フ
ー
ク
が
こ
れ
に
類
す
る
言
葉
を
知
ら
な
か
っ
た
と
は
考
え
ら

れ
ず
、
彼
は
む
し
ろ
そ
の
使
用
を
意
図
的
に
避
け
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。）
は
、
不
当
（
更
に
は
、
不
法
）
な
も
の
な
の
で
あ
る
。
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こ
れ
に
対
し
て
、
バ
イ
ン
ケ
ル
ス
フ
ー
ク
の
同
時
代
人
で
あ
る
イ
ッ
ク
シ
ュ
タ
ッ
ト
（Johann A

dam
 Ickstatt

）
は
、
一
七
四

○
年
に
公
刊
さ
れ
た
『
国
際
法
要
論
』
に
お
い
て
、「
諸
国
民
間
の
均
衡
」
と
は
、「
関
係
付
け
ら
れ
た
複
数
の
人
民
（populus

）
の

相
互
間
の
地
位
及
び
条
件
で
あ
り
、
そ
れ
は
増
大
す
る
一
又
は
複
数
の
勢
力
（potentia

）
の
増
大
に
対
し
て
、
そ
の
勢
力
が
［
他
方

を
］
害
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
、
常
に
等
し
い
強
さ
の
力
を
も
っ
て
対
抗
す
る
こ
と
が
実
現
さ
れ
得
る
よ
う
に
す
る
た
め
の

も
の
で
あ
る
」
と
し
て
い
る）（（
（

。
つ
ま
り
、
イ
ッ
ク
シ
ュ
タ
ッ
ト
は
、
諸
人
民
が
存
在
し
続
け
る
状
態
（「
地
位
」）
で
あ
る
と
共
に
、

そ
れ
を
目
指
す
べ
き
政
策
（「
条
件
」）
と
し
て
勢
力
均
衡
を
認
識
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
ヴ
ォ
ル
フ
（Christian W

olff

）
の
勢
力
均
衡
を
巡
る
見
解
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
彼
は
、『
科
学
的
方
法
に
よ
っ

て
考
察
さ
れ
た
国
際
法
』（
初
版
一
七
四
九
年）

（（
（

）
に
お
い
て
、「
諸
国
民
は
あ
た
か
も
自
然
状
態
に
生
き
る
個
々
の
自
由
な
人
格
と
み

な
さ
れ
る）（（（
（

」
と
の
前
提
に
立
ち
つ
つ
、
勢
力
均
衡
に
つ
い
て
第
四
章
「
諸
国
民
の
戦
争
法
」（D

e jure belli gentium

）
で
扱
っ
て

お
り
、
勢
力
均
衡
（aequilibrium

）
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

　
　
「
諸
国
民
の
勢
力
均
衡
と
は
、
力
に
応
じ
て
相
互
に
関
係
付
け
ら
れ
た
複
数
の
諸
国
民
の
状
態
で
あ
っ
て
、
優
越
す
る
一
国
の
力
又
は
幾

つ
か
が
結
合
さ
れ
た
力
が
、
他
の
力
と
均
等
で
あ
る
状
態
で
あ
る
と
言
わ
れ
る）

（（（
（

。」

　

こ
の
定
義
に
続
い
て
ヴ
ォ
ル
フ
は
、
勢
力
均
衡
が
「
諸
国
民
共
通
の
安
全
」（com

m
unis G

entium
 securitas

）
に
役
立
つ
と
し

て
い
る）（（（
（

。
つ
ま
り
、
彼
は
勢
力
均
衡
に
対
し
て
政
策
的
観
点
か
ら
肯
定
的
評
価
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
勢
力
均
衡
を
巡
る
彼

の
議
論
の
真
価
は
そ
れ
を
法
的
問
題
と
し
て
扱
う
と
こ
ろ
に
あ
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
即
ち
、
そ
も
そ
も
こ
の
問
題
が
「
諸
国
民

の
戦
争
法
」
と
題
さ
れ
た
章
の
中
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
勢
力
均
衡
は
戦
争
法
の
問
題
と
し
て
扱
わ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
少
な
く
と
も
次
の
二
つ
の
法
的
問
題
点
を
巡
り
論
じ
ら
れ
て
い
る
。



6

法学研究 87 巻 7 号（2014：7）
　

そ
の
一
つ
は
、
前
節
で
確
認
さ
れ
た
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
や
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
著
作
に
お
け
る
の
と
同
様
に
、
勢
力
均
衡
の
維
持

が
正
当
な
戦
争
原
因
と
し
て
認
め
ら
れ
る
か
否
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
ヴ
ォ
ル
フ
の
結
論
は
、
勢
力
均
衡
維

持
の
た
め
の
戦
争
は
正
当
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
理
由
は
、
そ
れ
を
援
用
す
る
側
は
便
宜

（utilitas
）
又
は
恐
怖
（m

etus

）
を
原
因
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
ど
ち
ら
も
正
当
原
因
と
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る）（（（
（

。

　

他
は
、
勢
力
均
衡
の
維
持
の
権
利
や
義
務
を
巡
る
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
ヴ
ォ
ル
フ
は
、「
諸
国
民
は
そ
の
相
互
間

の
勢
力
均
衡
を
維
持
す
る
よ
う
に
は
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、
各
々
の
国
民
の
権
利
の
侵
害
と
な
り
得
な
い
限
り
に
お
い
て
、

そ
れ
を
維
持
す
る
権
利
を
有
す
る）（（（
（

」
と
し
て
い
る
。
こ
の
説
明
は
次
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
。
一
方
で
、
相
互
に
自
己
を
拡
張
し
よ

う
と
す
る
諸
国
家
か
ら
見
れ
ば
、
よ
り
弱
小
な
国
家
が
他
国
の
勢
力
の
拡
張
を
阻
止
す
る
こ
と
は
、
元
来
履
行
不
可
能
な
も
の
で

あ
っ
て
、
義
務
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
他
方
で
、
共
通
の
安
全
の
た
め
に
（
そ
し
て
他
国
を
維
持
し
完
成
す
る
た
め
に
）
諸
国
は

「
世
界
国
家
」（civitas m

axim
a

：
最
大
国
家
）
に
結
集
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
自
然
法
（lex naturae

）
が
勢
力
均
衡
を
維
持

す
る
権
利
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
他
者
の
権
利
を
侵
害
し
な
い
限
り
に
お
い
て
、
各
国
は
勢
力
均
衡
を
維
持
す
る
権
利
を

有
す
る
と
さ
れ
て
い
る）（（（
（

。
つ
ま
り
、
ヴ
ォ
ル
フ
は
勢
力
均
衡
維
持
が
自
然
法
上
の
権
利
で
あ
る
と
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ

る
。（
但
し
、
ヴ
ォ
ル
フ
は
こ
の
権
利
を
絶
対
的
な
も
の
と
は
考
え
て
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、「
諸
国
民
間
の
勢
力
均
衡
の
維
持
は
戦
争
の

正
当
な
原
因
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
仮
に
諸
国
民
間
の
勢
力
均
衡
が
破
壊
さ
れ
よ
う
と
も
、
武
力
に
よ
り
自
ら
に
属
す
る
物
を
獲
得
す
る

こ
と
を
何
者
も
妨
げ
ら
れ
得
な
い
し
、
自
ら
に
属
す
る
物
又
は
属
す
べ
き
物
を
他
者
に
委
ね
る
よ
う
強
制
さ
れ
る
こ
と
は
な
い）

（（（
（

」
と
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る）

（（（
（

。
言
わ
ば
、「
各
人
に
各
人
の
も
の
を
」（suum

 cuique

）
の
原
則
が
勢
力
均
衡
維
持
の
権
利
に
優
位
す
る
の
で
あ
る）

（（（
（

。）

　

ヴ
ォ
ル
フ
に
続
い
て
、
ヴ
ァ
ッ
テ
ル
（Em

er (Em
m

erich) de V
attel

）
の
勢
力
均
衡
論
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
彼
は
一

七
五
八
年
に
公
刊
さ
れ
た
『
国
際
法
』
の
第
三
篇
第
三
章
（「
戦
争
の
正
当
原
因
に
つ
い
て
」）
の
中
の
「
政
治
的
均
衡
に
つ
い
て
」
と
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題
さ
れ
た
節
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。

　
　
「
欧
州
は
一
つ
の
政
治
シ
ス
テ
ム
を
形
成
し
て
お
り
、
そ
れ
は
世
界
の
中
の
こ
の
地
域
に
存
在
す
る
諸
国
（N

ations

）
の
諸
々
の
関
係
及

び
多
様
な
利
益
に
よ
っ
て
全
て
が
結
び
付
け
ら
れ
た
一
つ
の
団
体
（un Corps

）
で
あ
る
。
そ
れ
は
か
つ
て
と
異
な
り
、
既
に
分
離
さ
れ

た
部
分
の
雑
然
と
し
た
堆
積
で
は
な
い
。
…
…
［
中
略
］
…
…
発
生
す
る
全
て
の
こ
と
に
対
す
る
主
権
者
の
継
続
的
注
意
、
常
駐
す
る
公
使

（M
inistres

）、
永
続
的
交
渉
が
、
近
代
欧
州
を
一
種
の
国
家
（République

）
と
し
て
お
り
、
そ
こ
で
は
独
立
し
た
、
し
か
し
共
通
の
利

益
に
よ
っ
て
結
び
付
け
ら
れ
た
構
成
員
が
そ
こ
で
の
秩
序
と
自
由
を
維
持
す
る
た
め
に
一
つ
に
纏
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
政
治
的
均
衡

（la Balance Politique
）
或
い
は
勢
力
均
衡
（lʼEquilibre du Pouvoir

）
と
い
う
有
名
な
観
念
（idée

）
を
生
じ
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
を
通
じ
て
、
物
事
の
一
つ
の
傾
向
が
理
解
さ
れ
る
。
即
ち
、
そ
れ
を
使
っ
て
何
れ
の
国
（Puissance

）
も
絶
対
的
に
有
力
と
な
り
、

ま
た
他
国
に
対
し
て
法
を
押
し
付
け
る
と
い
う
状
態
と
は
な
ら
な
い
と
い
う
傾
向
で
あ
る）

（（（
（

。」

　　

こ
れ
に
続
い
て
ヴ
ァ
ッ
テ
ル
は
、
節
を
改
め
て
「
均
衡
を
維
持
す
る
手
段
」
に
関
し
て
、「
勢
力
均
衡
を
維
持
す
る
た
め
の
最
も

確
実
な
方
法
は
、
如
何
な
る
国
も
他
に
対
し
て
余
り
優
越
せ
ず
、
全
て
の
又
は
少
な
く
と
も
大
多
数
の
国
が
力
に
お
い
て
概
ね
等
し

い
と
い
う
状
態
が
生
ず
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
し
、
ま
た
、「
一
人
の
非
常
に
強
力
な
主
権
者
に
対
抗
す
る
勢
力
を
築
き
、

彼
が
支
配
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
た
め
に
同
盟
を
形
成
す
る
と
い
う
方
法
に
訴
え
る
方
が
よ
り
簡
単
で
、
よ
り
容
易
に
し
て
且
つ
よ
り

正
当
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る）（（（
（

。（
但
し
、
ヴ
ァ
ッ
テ
ル
は
、
こ
の
「
勢
力
均
衡
を
維
持
す
る
た
め
の
最
も
確
実
な
方
法
」
で
あ
る
諸
国
家

が
「
力
に
お
い
て
概
ね
等
し
い
」
と
い
う
こ
と
が
、
現
実
に
は
存
在
し
得
な
い
こ
と
も
理
解
し
て
お
り
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
こ
の

平
等
が
一
旦
成
立
し
た
と
し
て
、
で
は
そ
れ
は
一
体
如
何
な
る
合
法
的
手
段
に
よ
っ
て
恒
常
的
に
維
持
さ
れ
得
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
貿
易
、
産

業
、
軍
事
力
は
直
ち
に
そ
れ
に
終
わ
り
を
齎
す
だ
ろ
う）

（（（
（

。」）
更
に
、「
勢
力
均
衡
を
破
壊
す
る
者
を
ど
う
す
れ
ば
封
じ
込
め
或
い
は
弱
体

化
で
き
る
か
」
に
関
し
て
、「
も
し
、
全
て
の
主
権
者
が
彼
ら
の
真
の
利
益
に
常
に
注
意
し
、
国
家
の
福
祉
に
従
っ
て
彼
ら
の
政
策
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を
考
量
す
る
な
ら
ば
、
同
盟
（Confédération

）
は
勢
力
均
衡
の
維
持
（
故
に
、
諸
国
家
の
自
由
の
保
持
）
に
と
っ
て
確
実
な
手
段
で

あ
る
」
と
さ
れ
、「
最
も
確
実
な
こ
と
は
、
好
ま
し
い
情
況
が
見
出
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
が
正
義
（justice

）
を
も
っ
て
な
さ
れ
得
る

場
合
に
直
ち
に
、
勢
力
均
衡
を
破
壊
す
る
者
を
弱
体
化
す
る
こ
と
か
、
或
い
は
、
そ
の
者
が
余
り
に
も
強
大
な
勢
力
と
い
う
段
階
に

達
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
正
し
い
手
段
の
全
て
を
も
っ
て
妨
げ
る
こ
と
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る）（（（
（

。

　

以
上
の
ヴ
ァ
ッ
テ
ル
の
論
述
の
骨
子
は
次
の
五
点
に
纏
め
ら
れ
得
る
。
即
ち
、
第
一
に
、
欧
州
地
域
が
単
な
る
国
家
の
集
合
で
は

な
く
、
特
殊
な
団
体
で
あ
る
こ
と）（（（
（

、
第
二
に
、
そ
の
よ
う
な
団
体
内
に
お
い
て
、
勢
力
均
衡
は
「
秩
序
と
自
由
」
の
維
持
の
た
め
の

手
段
と
し
て
必
要
で
あ
る
こ
と）（（（
（

（
つ
ま
り
、
ヴ
ァ
ッ
テ
ル
に
と
っ
て
、
欧
州
に
お
け
る
勢
力
均
衡
は
手
段
で
あ
っ
て
、
目
的
で
は
な
い）

（（（
（

。）、

第
三
に
、
勢
力
均
衡
の
維
持
の
手
段
と
し
て
同
盟
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
四
に
、
ヴ
ァ
ッ
テ
ル
は
勢
力
均
衡
を
政
策
と
し
て

理
解
し
て
お
り）（（（
（

、
と
り
わ
け
欧
州
の
国
家
間
関
係
に
お
い
て
有
効
な
も
の
と
考
え
て
い
る
こ
と）（（（
（

、
そ
し
て
、
第
五
に
、
ヴ
ァ
ッ
テ
ル

は
現
実
に
存
在
す
る
国
家
間
の
力
の
不
平
等
を
承
認
し
て
い
る
こ
と）（（（
（

で
あ
る
。

　
『
国
際
法
』
中
の
「
勢
力
均
衡
」
に
関
連
す
る
ヴ
ァ
ッ
テ
ル
の
論
述
は
こ
れ
に
止
ま
ら
な
い
。
特
に
、「
勢
力
均
衡
」
と
「
戦
争
」

の
関
係
は
重
要
な
論
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
得
る
。
彼
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
「
或
る
国
家
が
不
正
・
貪
欲
・
矜
持
・
野
心
又
は
隣
国
を
支
配
し
よ
う
と
い
う
欲
望
の
証
拠
を
示
す
や
否
や
、
当
該
国
家
は
そ
れ
に
隣
接

す
る
諸
国
が
警
戒
せ
ね
ば
な
ら
な
い
疑
惑
の
対
象
と
な
る
。
当
該
国
家
が
力
の
著
し
い
増
加
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
瞬
間
に
、
そ
れ
ら
の
諸

国
は
安
全
［
の
保
証
］
を
要
求
し
得
る
し
、
当
該
国
家
が
そ
れ
を
与
え
る
こ
と
に
躊
躇
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
の
諸
国
は
武
力
に
よ
り
そ
の

計
画
を
妨
げ
得
る
の
で
あ
る）

（（（
（

。」

　　

つ
ま
り
、
ヴ
ァ
ッ
テ
ル
は
、
究
極
的
に
は
、
勢
力
均
衡
維
持
の
た
め
の
武
力
の
行
使
を
認
め
て
お
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
勢
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力
均
衡
維
持
は
正
当
な
開
戦
事
由
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ヴ
ァ
ッ
テ
ル
は
勢
力
均
衡
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
推
奨

さ
れ
る
べ
き
政
策
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
正
当
な
戦
争
事
由
と
し
て
、
法
的
観
念
に
関
連
さ
せ
て
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

更
に
、
モ
ー
ザ
ー
（Johann Jacob M

oser

）
の
勢
力
均
衡
に
関
す
る
論
述
を
追
う
こ
と
と
し
た
い
。
モ
ー
ザ
ー
は
、
一
七
六
三

年
に
公
刊
さ
れ
た
『
平
時
現
行
欧
州
国
際
法
要
理
』
に
お
い
て
、
欧
州
の
特
殊
性
に
関
し
て
ヴ
ァ
ッ
テ
ル
と
同
一
の
見
解
を
示
し
て

い
る
。
即
ち
、
欧
州
が
「
一
つ
の
独
特
の
社
会
体
（Staats-K
örper

）
を
構
成
」
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る）（（（
（

。
但
し
、
彼
が
見
る

欧
州
は
決
し
て
平
等
な
国
家
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
即
ち
、
第
一
篇
の
第
二
章
（「
主
権
的
な
欧
州
諸
国
の
平
等
と
不
平

等
に
つ
い
て
」）・
第
三
章
（「
欧
州
の
戴
冠
し
た
他
の
首
長
に
対
す
る
ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝
の
優
越
に
つ
い
て
」）・
第
四
章
（「
欧
州
の
戴
冠
し

た
他
の
首
長
に
対
す
る
ロ
ー
マ
教
皇
の
優
越
に
つ
い
て
」）・
第
五
章
（「
欧
州
諸
勢
力
間
の
序
列
に
つ
い
て
」）
の
論
述
で
は
、
国
家
間
の

平
等
な
関
係
が
前
提
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
、
そ
の
第
六
章
「
欧
州
に
お
け
る
自
由
、
勢
力
均
衡
及
び
安
寧
の
維
持
に
つ

い
て
」
の
論
述
の
中
で
、
欧
州
の
諸
勢
力
が
一
つ
の
体
制
（V

erfassung

）
を
相
互
間
で
発
生
さ
せ
る
と
き
、
欧
州
の
勢
力
均
衡
の

下
で
、
自
由
な
る
各
国
が
他
国
と
共
存
し
得
る
こ
と
、
そ
し
て
何
れ
の
国
も
、
他
国
に
よ
り
結
合
さ
せ
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
は
な
い

こ
と
が
理
解
さ
れ
る
旨
も
述
べ
ら
れ
て
い
る）（（（
（

。

　

モ
ー
ザ
ー
は
同
様
の
見
解
を
そ
の
後
の
著
作
で
も
維
持
し
て
い
る）（（（
（

。
そ
れ
ら
の
著
作
に
お
い
て
は
、
分
析
的
記
述
は
殆
ど
存
在
せ

ず
、
歴
史
的
事
実
の
羅
列
に
終
始
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る）（（（
（

。
し
か
し
、
先
の
引
用
部
分
を
見
れ
ば
、
欧
州
の
自
由
な
（
し
か
し
、

平
等
で
は
な
い
）
各
国
の
共
存
の
た
め
に
勢
力
均
衡
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
モ
ー

ザ
ー
は
勢
力
均
衡
が
国
家
の
独
立
の
基
礎
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
を
（
国
家
間
関
係
を
規
律
す
る
法
規
範
と
し
て
の
）
国
際
法

が
存
続
す
る
た
め
の
基
礎
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
勢
力
均
衡
を
単
な
る
政
策
や
政
治
的
原
則
で
は
な
く
、
ま
た
法
規

範
で
も
な
い
、
む
し
ろ
そ
れ
ら
の
基
礎
と
な
る
重
要
な
観
念
で
あ
る
と
す
る
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
言
え
よ
う）（（（
（

。

　

更
に
ま
た
、
こ
の
時
期
の
国
際
法
概
説
書
の
中
で
、
マ
ル
テ
ン
ス
（Georg Friedrich von M

artens

）
の
著
作
も
採
り
上
げ
ら
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れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
マ
ル
テ
ン
ス
は
一
般
的
に
は
一
九
世
紀
国
際
法
学
の
文
脈
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い）（（（
（

が
、
次
に
見
る
よ
う

に
彼
の
概
説
書
の
基
本
的
枠
組
は
一
七
八
五
年
の
ラ
テ
ン
語
著
作）（（（
（

に
示
さ
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
た
め
、
本
章
で
扱
う
こ
と
と
す

る
。

　

マ
ル
テ
ン
ス
は
、
先
ず
、
欧
州
諸
国
民
の
各
々
が
倫
理
的
人
格
（persona m

oralis

）
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
「
自
然
状
態
」
に
あ

る
と
の
見
解
を
示
す）（（（
（

。
そ
し
て
、
第
四
篇
「
諸
国
民
の
対
外
的
関
係
を
巡
る
諸
権
利
」（D

e iuribus circa neg. gent. externa.

）
の

第
一
章
「
安
全
保
障
と
自
由
を
巡
る
諸
権
利
」（Iura circa securitatem

 et libertatem

）
の
中
で
勢
力
均
衡
を
巡
る
議
論
が
展
開
さ

れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
は
、
先
ず
第
九
一
節
「
戦
争
に
備
え
る
権
利
及
び
そ
の
よ
う
な
苦
難
を
巡
る
義
務
」（Ius opes bellicas parandi, et 

obligatio circa eiusm
odi m

olim
ina

）
と
第
九
三
節
「
他
国
民
の
優
越
に
抵
抗
す
る
権
利
」（Ius praepotentiae alterius G

entis se 

opponendi

）
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
後
者
は
実
質
的
に
欧
州
の
勢
力
均
衡
へ
の
「
導
入
」
部
分
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
続
い
て

第
九
四
節
「
欧
州
の
全
般
的
勢
力
均
衡
に
つ
い
て
」（D

e aequilibrio E
uropae generali

）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
同
節
に
お
い
て

は
、
ロ
ー
マ
帝
国
以
降
欧
州
諸
国
民
を
脅
か
す
よ
う
な
強
国
は
発
生
し
な
か
っ
た
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
王
家
の
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
・
ス

ペ
イ
ン
の
継
承
に
よ
る
強
大
化
か
ら
、
一
六
世
紀
に
は
フ
ラ
ン
ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
間
の
勢
力
均
衡
と
い
う
観
念
が
用
い
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
勢
力
均
衡
は
「
所
与
の
何
れ
の
場
合
に
、
何
処
に
お
い
て
も
全
て
の
者
に
よ
っ
て
守
ら
れ

た
と
い
う
も
の
で
は
な
い
」
も
の
の
、「
決
し
て
完
全
に
放
棄
さ
れ
は
し
な
か
っ
た
」
し
、「
現
在
も
な
お
非
常
に
多
数
の
国
が
そ
れ

を
援
用
す
る
」
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
こ
の
よ
う
な
方
式
に
よ
り
各
々
の
国
の
安
全
に
配
慮
が
な
さ
れ
得
る
公

益
（m

edia

）
は
時
間
を
理
由
と
し
て
変
化
し
、
特
に
、
今
世
紀
に
そ
の
シ
ス
テ
ム
自
体
が
、
新
た
な
諸
国
の
発
生
に
よ
り
、
ま
た

そ
れ
と
同
様
に
か
つ
て
最
も
敵
対
的
で
あ
っ
た
他
の
諸
民
族
の
結
合
に
よ
り
、
著
し
く
変
化
し
た
」
と
さ
れ
て
い
る）（（（
（

。

　

更
に
、「
特
別
の
及
び
海
洋
に
お
け
る
勢
力
均
衡
に
つ
い
て
」（D

e aequilibrio speciali et m
aritim

o

）
と
題
さ
れ
た
節
で
は
、
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欧
州
内
の
諸
地
域
に
お
け
る
勢
力
均
衡
、
更
に
は
通
商
上
、
特
に
、
航
行
を
巡
る
勢
力
均
衡
に
つ
い
て
も
論
じ
ら
れ
て
い
る）（（（
（

。

　

こ
れ
ら
の
議
論
の
前
提
と
し
て
、
こ
の
章
で
扱
わ
れ
て
い
る
事
柄
は
勢
力
均
衡
を
巡
る
「
権
利
」
又
は
「
義
務
」
で
あ
っ
て
、
単

な
る
政
治
的
原
則
で
は
な
い
点
は
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、「
安
全
保
障
と
自
由
を
巡
る
諸
権
利
」
に
含
ま
れ
る
権

利
と
し
て
「
他
国
の
優
越
に
抵
抗
す
る
権
利
」
と
い
う
名
の
勢
力
均
衡
規
範
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
但
し
、
こ
の
議
論
に
お

け
る
前
提
は
諸
国
民
間
の
関
係
が
自
然
状
態
に
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
権
利
・
義
務
は
自
然
法
上
の

も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る）（（（
（

。

　

マ
ル
テ
ン
ス
と
同
様
に
、
ギ
ュ
ン
タ
ー
（K

arl Gottlob Günther

）
も
彼
の
概
説
書
『
理
性
・
条
約
・
慣
習
に
従
っ
た
、
ド
イ
ツ

帝
国
等
族
へ
の
適
用
を
含
む
、
平
時
欧
州
国
際
法）（（（
（

』
に
お
い
て
勢
力
均
衡
を
法
的
観
念
と
す
る
理
解
を
示
し
て
い
る
。
同
書
に
お
け

る
勢
力
均
衡
を
巡
る
議
論
は
、
そ
の
第
一
篇
（Erstes Buch

）「
自
由
な
る
（
主
権
的
）
国
民
、
欧
州
に
お
け
る
現
在
の
主
権
的
な

諸
国
家
、
及
び
そ
れ
ら
相
互
間
の
一
般
的
関
係
に
つ
い
て
の
定
義
」
中
の
第
五
章
（「
諸
国
民
の
勢
力
（M

acht

）
と
そ
れ
ら
の
均
衡
に

つ
い
て
」）
に
お
い
て
、
約
七
○
頁
に
わ
た
っ
て
次
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
る）（（（
（

。

　

先
ず
、
第
五
章
第
一
節
（「
自
己
を
増
大
さ
せ
る
諸
国
民
の
権
利
」（
諸
国
民
の
自
己
拡
大
権
））
及
び
第
二
節
（「
そ
の
濫
用
」）
に
お
い

て
、
合
法
的
手
段
で
行
わ
れ
る
限
り
、
国
家
は
自
己
を
拡
大
す
る
権
利
（
実
際
の
議
論
の
中
で
は
「
勢
力
を
増
大
す
る
こ
と
へ
の
努
力

は
国
家
の
第
一
の
義
務）

（（（
（

」
と
も
さ
れ
て
い
る
。）
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
前
提
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
第
五
節
で
「
勢
力
均

衡
の
観
念
」
が
提
示
さ
れ
、
第
六
節
（「
優
越
（U

eberm
acht

）
の
定
義
」）
で
、
勢
力
均
衡
が
目
標
と
す
る
「
優
越
す
る
国
家
の
抑

止
」
の
観
点
か
ら
、「
優
越
」
と
は
何
か
の
定
義
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

本
稿
の
主
題
と
の
関
連
に
お
い
て
、
特
に
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
は
、
以
上
の
各
節
に
続
く
第
七
節
（「
勢
力
均
衡
の
根
拠
」）

に
お
け
る
議
論
で
あ
る
。
同
節
に
お
い
て
ギ
ュ
ン
タ
ー
は
、
既
に
触
れ
た
国
家
の
自
己
拡
大
権
を
認
め
つ
つ
も
、
強
国
が
そ
の
力
を

他
国
の
抑
圧
の
た
め
に
濫
用
し
た
こ
と
を
何
れ
の
時
代
も
経
験
し
て
い
る
と
の
歴
史
認
識
を
示
し
、
勢
力
均
衡
が
そ
の
よ
う
な
抑
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圧
・
濫
用
に
対
抗
す
る
知
恵
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
諸
国
家
の
共
同
体
的
義
務
の
も
と
で
、「
勢
力
均
衡
体
制
の
根
拠
は
適
切

に
自
由
意
思
的
な
国
際
法
の
中
に
（in dem

 freiw
illigen V

ölkerrechte

）
求
め
ら
れ
得
る
」
と
さ
れ
る
。
更
に
、「
主
と
し
て
そ
れ

［
即
ち
、
勢
力
均
衡
体
制
］
は
、
一
部
は
黙
示
的
な
諸
国
民
（N

ationen

）
の
条
約
（V

erträge

）
に
、
一
部
は
明
示
的
な
そ
れ
に
基
づ

い
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て
そ
れ
ら
［
諸
国
民
］
は
、
自
己
の
自
然
的
な
拡
大
の
自
由
を
、
全
体
に
と
っ
て
の
最
善
の
事
柄
の
た

め
に
制
約
す
る
こ
と
を
正
し
い
こ
と
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る）（（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
ギ
ュ
ン
タ
ー
は
勢
力
均
衡
を
実
定
国
際
法
に
基
礎
を
置
く
観
念
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
そ
の
上
で
彼
は
、「
勢
力
均

衡
の
便
益
と
必
要
性
」（
第
一
三
節
）
と
い
う
勢
力
均
衡
の
現
実
的
・
政
治
的
問
題
を
論
じ
、
改
め
て
「
勢
力
均
衡
の
合
法
性

（Rechtsm
ässigkeit

）」（
第
一
四
節
）
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、「
勢
力
均
衡
体
制
は
正
義
（Gerechtigkeit

）
の
諸

原
則
に
適
合
す
る
か
」（
第
一
四
節
冒
頭
）
と
い
う
問
題
が
提
起
さ
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
次
の
よ
う
な
回
答
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
即

ち
、「
自
己
の
維
持
及
び
安
全
保
障
へ
の
配
慮
」
が
国
家
の
重
要
な
義
務
で
あ
り
、
強
国
に
よ
る
力
の
濫
用
に
対
し
て
、
他
の
国
家

が
そ
れ
に
対
抗
で
き
る
だ
け
の
力
を
持
た
な
い
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
諸
国
家
間
の
全
て
の
措
置
は
意
味
を
な
さ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
結
論
が
導
か
れ
る
。

　
　
「
こ
の
危
険
を
予
防
す
る
に
は
、
と
め
ど
も
な
く
増
大
す
る
単
一
の
勢
力
を
制
約
す
る
以
上
に
有
効
な
手
段
は
な
い
。
そ
の
結
果
、
諸
国

は
勢
力
均
衡
の
維
持
の
権
利
を
与
え
ら
れ
、
ま
た
そ
れ
を
義
務
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る）

（（（
（

。」

　　

以
上
の
よ
う
に
、
ギ
ュ
ン
タ
ー
は
、
勢
力
均
衡
を
正
義
に
適
う
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
実
定
法
に
よ
っ
て
も
支
持
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
と
し
、
更
に
は
、
勢
力
均
衡
維
持
の
権
利
及
び
義
務
ま
で
も
が
存
在
す
る
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ギ
ュ
ン
タ
ー
は
正
義
に
合

致
す
る
勢
力
均
衡
規
範
が
存
在
す
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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本
章
の
最
後
に
、
グ
ン
ト
リ
ン
ク
（N

ikolaus H
ieronym

us Gundling

）
の
著
作
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
彼
の
概
説
書

『
自
然
法
及
び
国
際
法
に
関
す
る
詳
論）（（（
（

』
の
第
八
章
「
自
由
な
る
状
態
に
お
い
て
害
悪
を
な
す
者
に
対
す
る
被
害
者
の
権
利
と
賠
償

さ
れ
る
べ
き
損
害
に
対
す
る
こ
の
者
の
義
務
に
つ
い
て）（（（
（

」
に
お
い
て
、
勢
力
均
衡
に
関
連
す
る
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
章
で
グ
ン
ト
リ
ン
ク
は
、
自
然
状
態
に
あ
る
国
家
間
関
係
に
お
い
て
（
或
い
は
「
偶
然
に
自
然
状
態
に
至
っ
た
人
々
の
も
と

で
」）
妥
当
す
る
事
柄
に
つ
い
て
論
ず
る
と
す
る）（（（
（

。
そ
し
て
、「
自
然
状
態
に
お
い
て
抑
止
の
権
利
が
発
生
す
る）（（（
（

」
と
し
、
ま
た
そ
の

延
長
線
上
の
議
論
と
し
て
、
戦
争
が
準
備
さ
れ
て
い
る
と
き
に
そ
れ
を
傍
観
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る）（（（
（

。
更
に
、「
勢
力
伸
張
の
恐

れ
を
理
由
と
し
て
私
は
或
る
者
を
襲
撃
し
得
る
の
か）（（（
（

」
と
い
う
問
題
を
提
起
し
、
そ
れ
と
の
関
連
で
勢
力
均
衡
に
触
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
グ
ン
ト
リ
ン
ク
は
「
伸
張
す
る
隣
国
に
対
し
て
剣
を
抜
く
こ
と
が
で
き
る
か）（（（
（

」
と
も
問
う
。
彼
に
と
っ
て
は
、
強
者
は
獅

子
の
如
き
も
の
で
あ
り
、
そ
の
獅
子
が
我
が
身
を
頭
か
ら
嚙
み
裂
こ
う
と
し
て
い
る
と
き
に
獅
子
に
挨
拶
す
る
な
ど
と
は
愚
か
な
こ

と
な
の
で
あ
る）（（（
（

。
つ
ま
り
、
彼
の
答
え
は
、
他
国
が
強
大
化
す
る
の
を
待
つ
こ
と
な
く
、
戦
争
を
遂
行
し
得
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

但
し
、
彼
は
「
戦
争
は
必
要
悪
で
あ
り
、
私
は
そ
れ
を
最
高
度
に
必
要
と
さ
れ
る
と
き
に
の
み
活
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の

制
約
も
書
き
加
え
て
い
る）（（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
グ
ン
ト
リ
ン
ク
は
国
家
に
自
然
法
上
の
「
抑
止
の
権
利
」（das Jus praeventionis

）
を
認
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て

勢
力
均
衡
の
維
持
の
た
め
の
武
力
行
使
ま
で
も
正
当
化
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
勢
力
均
衡
の
維
持
は
正
当
な
戦
争
事
由
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
章
で
検
討
対
象
と
さ
れ
た
一
八
世
紀
の
文
献
中
に
示
さ
れ
た
勢
力
均
衡
観
念
は
論
者

に
よ
っ
て
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
次
章
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
る
一
九
世
紀
の
諸
文
献
が
勢
力
均
衡
観
念
に
対

し
て
示
す
次
の
よ
う
な
評
価
の
原
型
が
既
に
一
八
世
紀
中
に
出
揃
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
即
ち
、
第
一
に
、

勢
力
均
衡
を
不
正
（
更
に
は
不
法
）
な
も
の
と
す
る
も
の
（
バ
イ
ン
ケ
ル
ス
フ
ー
ク
）、
第
二
に
、
勢
力
均
衡
に
法
規
範
性
は
認
め
な
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い
も
の
の
、
政
治
的
原
則
と
し
て
存
在
し
、
実
際
に
機
能
し
て
い
る
（
即
ち
、
勢
力
均
衡
原
則
の
存
在
を
承
認
す
る
）
も
の
（
ヴ
ァ
ッ

テ
ル
）、
第
三
に
、
勢
力
均
衡
に
対
し
て
何
ら
か
の
法
規
範
性
（
即
ち
、
勢
力
均
衡
規
範
）
を
承
認
す
る
も
の
（
ヴ
ォ
ル
フ
・
マ
ル
テ
ン

ス
・
ギ
ュ
ン
タ
ー
・
グ
ン
ト
リ
ン
ク
）、
第
四
に
、
国
際
法
が
存
在
す
る
た
め
の
基
盤
と
し
て
勢
力
均
衡
を
理
解
す
る
も
の
（
モ
ー

ザ
ー
）
で
あ
る）（（（
（

。
そ
こ
で
、
次
章
で
は
以
上
四
つ
の
区
分
に
従
っ
て
、
一
九
世
紀
の
文
献
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
る
こ
と
と
す
る）（（（
（

。

但
し
、
前
章
（
第
三
節
（
２
））
で
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
、
一
七
五
八
年
（
即
ち
、
ヴ
ァ
ッ
テ
ル
の
『
国
際
法
』
の
初
版
公
刊
年
）
に
ユ

ス
テ
ィ
が
勢
力
均
衡
の
法
規
範
性
を
否
定
し
、
政
治
的
原
則
と
し
て
も
存
在
乃
至
機
能
し
な
い
と
す
る
著
作
を
上
梓
し
て
い
る
こ
と

を
勘
案
し
、
バ
イ
ン
ケ
ル
ス
フ
ー
ク
の
よ
う
な
理
解
も
含
め
て
、「『
勢
力
均
衡
』
の
政
治
的
・
法
的
価
値
を
否
定
す
る
国
際
法
文

献
」
と
い
う
類
型
と
し
て
、
検
討
の
対
象
と
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
三
章　
「
一
九
世
紀
」
の
国
際
法
文
献
に
お
け
る
勢
力
均
衡

　
第
一
節
　「
勢
力
均
衡
」
の
政
治
的
・
法
的
価
値
を
否
定
す
る
国
際
法
文
献

　

本
章
で
は
先
ず
、「
一
九
世
紀
」
の
国
際
法
概
説
書
で
あ
っ
て
、
勢
力
均
衡
の
法
規
範
性
を
否
定
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
が
政

治
的
原
則
と
し
て
も
存
在
し
な
い
、
或
い
は
、
政
治
的
原
則
と
し
て
機
能
し
得
な
い
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
論
ず
る）（（（
（

。

　

一
九
世
紀
の
概
説
書
の
中
で
勢
力
均
衡
原
則
に
対
し
て
明
確
に
否
定
的
評
価
を
下
す
も
の
と
し
て
、
ロ
シ
ア
（
エ
ス
ト
ニ
ア
出
身
）

の
マ
ル
テ
ン
ス
（Fedor Fedorovich M

artens

）
の
国
際
法
概
説
書
が
挙
げ
ら
れ
得
る）（（（
（

。
マ
ル
テ
ン
ス
は
、
国
際
法
の
歴
史
を
三

期
（
第
一
期
「
古
代
か
ら
一
六
四
八
年
の
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
ま
で
」：
第
二
期
「
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
か
ら
ヴ
ィ
ー
ン
会
議
ま

で
」：
第
三
期
「
ヴ
ィ
ー
ン
会
議
か
ら
現
在
ま
で
」）
に
区
分
し
、
そ
の
第
二
期
に
つ
い
て
纏
め
る
中
で
、
勢
力
均
衡
を
「
一
七
・
一
八

世
紀
に
生
じ
た
全
て
の
外
交
交
渉
・
会
議
及
び
戦
争
の
基
礎
と
な
っ
た
原
則
」
と
し
た
上
で
、「
諸
国
家
が
、
自
己
の
独
立
と
正
当
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な
諸
々
の
利
益
及
び
権
利
を
保
障
す
る
一
つ
の
国
際
的
秩
序
に
対
す
る
深
甚
な
る
必
要
を
感
じ
た
」
も
の
が
勢
力
均
衡
で
あ
っ
た
と

す
る）（（（
（

。
こ
の
よ
う
な
評
価
は
勢
力
均
衡
が
肯
定
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
に
続
け
て
、

次
の
よ
う
な
議
論
が
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

マ
ル
テ
ン
ス
は
、
先
ず
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
以
降
、
統
治
者
や
彼
等
の
代
理
人
た
ち
は
、
た
と
え
外
見
上
だ
け
の
こ
と
で

あ
っ
て
も
、
か
つ
て
の
よ
う
に
正
当
性
や
合
法
性
を
有
す
る
旨
の
何
ら
か
の
理
由
付
け
の
な
い
ま
ま
に
対
外
的
行
動
を
任
意
に
企
図

す
る
こ
と
は
、
既
に
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
、
そ
こ
で
好
都
合
な
理
由
と
し
て
、
諸
国
家
間
の
勢
力
均
衡
が
使
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
の
認
識
を
示
す
。
そ
の
上
で
、
彼
は
次
の
よ
う
に
断
言
す
る
。

　
　
「
一
七
・
一
八
世
紀
の
対
外
政
策
の
全
て
の
使
命
が
勢
力
均
衡
の
維
持
の
中
に
あ
っ
た
。
し
か
し
同
時
に
、
同
じ
原
則
が
、
あ
り
得
べ
き

全
て
の
暴
行
及
び
掠
奪
の
弁
解
、
各
々
の
権
利
侵
害
と
正
当
化
で
き
な
い
越
権
行
為
の
弁
解
の
た
め
に
、
諸
君
主
や
顧
問
官
た
ち
の
側
で
濫

用
さ
れ
た
。
…
…
［
中
略
］
…
…
諸
国
家
の
勢
力
均
衡
体
制
は
、
政
治
的
観
念
に
大
幅
に
依
拠
し
て
お
り
、
そ
れ
は
全
て
の
考
え
ら
れ
る
限

り
の
併
合
と
不
法
な
襲
撃
に
と
っ
て
の
卓
越
し
た
口
実
を
提
供
し
た
の
で
あ
る）

（（（
（

。」

　

つ
ま
り
、
マ
ル
テ
ン
ス
は
、
勢
力
均
衡
を
政
治
的
観
念
と
し
て
捉
え
た
上
で
、（
そ
し
て
、
前
述
の
一
見
肯
定
的
な
評
価
に
も
拘
ら

ず
）
最
終
的
に
は
、
そ
れ
が
何
ら
か
の
政
治
的
原
則
と
し
て
機
能
す
る
の
で
は
な
く
、
国
家
の
対
外
的
活
動
の
正
当
化
の
た
め
の
単

な
る
口
実
で
し
か
な
い
と
の
否
定
的
評
価
を
下
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
マ
ル
テ
ン
ス
の
見
解
と
同
様
に
、
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
（A

lfred Chrétien
）
も
、
勢
力
均
衡
原
則
の
適
用
で
あ
る
と
主
張
さ
れ

る
事
例
（
英
国
に
よ
る
キ
プ
ロ
ス
島
占
領
や
フ
ラ
ン
ス
の
チ
ュ
ニ
ジ
ア
保
護
国
化
等
）
を
挙
げ
た
後
に
、「
こ
れ
こ
そ
が
現
実
に
、
ど
の

よ
う
に
し
て
勢
力
均
衡
体
制
が
弱
小
国
の
尊
重
を
保
障
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
し
、「
そ
れ
［
即
ち
、
勢
力
均
衡
体
制
］
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は
そ
れ
ら
［
即
ち
、
弱
小
国
］
に
と
っ
て
、
実
際
上
は
、
有
用
で
あ
る
よ
り
も
、
極
め
て
危
険
で
あ
る
」
と
断
じ
て
い
る）（（（
（

。

　

ま
た
、
ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
（Friedrich Saalfeld

）
の
概
説
書
で
は
、
本
論
第
一
章
（「
国
家
、
特
に
欧
州
の
国
家
一
般
に
関
し
て
」）

の
冒
頭
に
お
い
て
「
様
々
な
国
家
系
（Staatensytem

en

）」
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
勢
力
均
衡
に
つ
い
て
触
れ

ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
そ
の
［
即
ち
、
政
治
的
勢
力
均
衡
体
制
の
］
最
高
の
目
的
が
様
々
な
国
家
の
独
立
と
自
立
を
保
障
す
る
こ

と
で
あ
る
」
こ
と
は
認
め
つ
つ
も
、「
何
れ
に
し
ろ
そ
の
目
的
を
達
し
得
な
い
」
の
で
あ
り
、「
そ
れ
は
少
な
く
と
も
不
完
全
な
体

制
」
で
あ
り
、「
そ
れ
自
体
が
極
め
て
欠
陥
の
あ
る
状
態
」
に
あ
る）（（（
（

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
政
治
的
原
則
と
し
て
勢
力
均
衡
が
機

能
し
得
な
い
と
ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
は
判
断
し
て
い
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。

　

以
上
の
三
者
に
比
較
し
て
、
国
際
法
的
見
地
か
ら
の
否
定
的
評
価
を
強
く
示
し
て
い
る
の
が
、
フ
ー
ン
（Eugen H

. T
h. von 

H
uhn

）
で
あ
る
。
フ
ー
ン
は
一
八
六
五
年
に
上
梓
さ
れ
た
国
際
法
概
説
書
の
序
論
部
分
中
の
「
国
際
法
の
歴
史
及
び
発
展
」
と

「
自
立
（Selbstständigkeit

）
及
び
独
立
（U

nabhängigkeit

）
に
対
す
る
国
家
の
権
利
」
を
巡
る
論
述
中
の
「
拡
大
権
」（Recht 

auf V
ergrößerung

）
と
の
関
連
に
お
い
て
、
勢
力
均
衡
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
国
際
法
史
の
記
述
に
お
い
て
は
、
他
国
の
権
利

や
独
立
を
無
視
す
る
大
国
に
対
し
て
他
国
が
自
ら
の
存
続
を
図
る
た
め
に
欧
州
勢
力
均
衡
の
思
想
（Idee

）
が
生
じ
た
こ
と
、
そ
し

て
そ
れ
に
よ
り
欧
州
が
カ
ー
ル
五
世
や
そ
の
他
の
者
に
よ
る
破
壊
を
免
れ
た
が
、
同
時
に
こ
の
思
想
の
濫
用
も
存
在
し
た
こ
と
な
ど

が
指
摘
さ
れ
て
い
る）（（（
（

。
ま
た
、「
拡
大
権
」
に
関
す
る
議
論
に
お
い
て
は
、「
独
立
し
た
存
在
に
対
す
る
権
利
に
は
、
拡
大
に
対
す
る

権
利
も
、
そ
れ
が
合
法
的
方
法
で
追
求
さ
れ
他
者
の
権
利
が
害
さ
れ
な
い
限
り
に
お
い
て
、
関
連
し
て
い
る
」
と
の
前
提
が
先
ず
提

示
さ
れ
、
こ
の
拡
大
権
に
対
抗
す
る
方
法
と
し
て
の
勢
力
均
衡
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
結
論
部
分
で
示
さ
れ
る
フ
ー
ン
の
見

解
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
「
し
か
し
、
勢
力
均
衡
原
則
そ
れ
自
体
は
既
に
不
正
（ungerecht

）
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
或
る
程
度
の
規
模
の
国
家
自
身
は
正
当
な
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方
法
で
拡
大
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
か
、
他
の
諸
国
家
が
一
様
に
自
己
を
拡
大
す
る
こ
と
を
正
当
と
す
る
か
と
い
う
選
択
肢
に
導
く
の
で

あ
り
、
そ
れ
は
殆
ど
の
場
合
に
お
い
て
、
国
際
法
に
反
し
て
暴
力
的
方
法
に
よ
っ
て
他
国
家
か
ら
そ
の
独
立
を
奪
う
か
、
縮
小
、
分
割
、
併

合
、
或
い
は
暴
力
に
完
全
に
曝
す
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
可
能
と
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
際
法
は
そ
の
よ
う
な
政
治
的
勢

力
均
衡
と
い
う
原
則
と
は
も
は
や
両
立
し
な
い
で
あ
ろ
う）

（（（
（

。」

　

こ
の
よ
う
に
、
フ
ー
ン
は
国
際
法
と
勢
力
均
衡
原
則
を
原
理
的
に
矛
盾
す
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
彼
の
論
理
に
は
欧

州
共
通
の
政
治
原
則
と
し
て
も
否
定
的
評
価
が
含
意
さ
れ
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
国
際
法
の
概
説
書
で
は
な
い
が
、
ウ
ォ
ー
カ
ー
（T

hom
as A

lfred W
alker

）
が
国
際
法
の
通
史
的
記
述
を
試
み
た
著
作

に
も
目
を
向
け
る
こ
と
と
し
た
い
。
彼
は
勢
力
均
衡
を
政
治
思
想
の
問
題
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
彼
の
勢
力
均
衡
に
対
す
る
評
価
は

否
定
的
色
合
い
が
強
い
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
カ
ー
ル
大
帝
の
戴
冠
に
始
ま
る
時
代
が
政
治
思
想
の
変
更
の
時
代
で
あ
る
と
の
認
識

の
下
で
、「
世
界
の
一
体
性
（W
orld U

nity
）
と
い
う
観
念
は
国
家
の
観
念
に
取
っ
て
替
わ
ら
れ
、
世
界
帝
国
（W

orld Em
pire

）

の
観
念
は
勢
力
均
衡
の
観
念
に
取
っ
て
替
わ
ら
れ
た
」
と
さ
れ
、
フ
ラ
ン
シ
ス
一
世
と
カ
ー
ル
大
帝
の
対
抗
関
係
の
経
過
の
中
で
、

「
当
時
の
政
治
家
は
『
勢
力
均
衡
』
と
い
う
致
命
的
な
言
葉
（the fatal term

）
を
発
見
し
た
」
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る）（（（
（

。

　

次
に
、
ホ
ィ
ー
ト
ン
（H

enry W
heaton

）
の
著
作
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
彼
も
、（
ロ
シ
ア
の
）
マ
ル
テ
ン
ス
と
同
様
に
勢

力
均
衡
に
対
し
て
法
的
に
も
政
治
的
に
も
否
定
的
評
価
を
下
し
て
い
る
。
し
か
し
、
両
者
の
間
で
は
勢
力
均
衡
を
論
ず
る
前
提
に
つ

い
て
の
差
異
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
は
次
の
点
か
ら
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ホ
ィ
ー
ト
ン
は
、
一
八
三
六
年
に
そ
の
初
版
が
公
刊
さ
れ
た
『
国
際
法
要
論）（（（
（

』
に
お
い
て
、 

国
家
の
権
利
を
「
絶
対
的
な
国
際
的

権
利
」（absolute international rights

）
（（（
（

）
と
そ
れ
以
外
の
権
利
に
区
分
し
、
前
者
の
第
一
の
権
利
と
し
て
「
自
己
保
存
権
」
を
挙

げ
る
。
そ
し
て
、
彼
は
自
己
保
存
権
を
論
ず
る
中
で
「
干
渉
権
」
と
の
関
連
に
お
い
て
勢
力
均
衡
に
触
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
国
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家
間
関
係
が
「
自
然
状
態
」
に
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の
状
態
の
中
で
「
何
れ
か
一
国
の
不
当
な
拡
大
が
そ
の
他
の
諸
国
の
独
立
と
安
全

に
対
し
て
惹
起
し
得
る
結
果
に
つ
い
て
の
懸
念
が
、
近
代
欧
州
諸
国
に
、
各
国
の
勢
力
均
衡
の
何
れ
の
実
質
的
阻
害
に
対
し
て
も
、

組
織
的
な
（system

atic

）
警
戒
を
も
っ
て
監
視
す
る
よ
う
誘
導
し
た
」
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、「
こ
の
予
防
的
政
策
」
が
諸
君
主
や

政
府
の
真
の
動
機
を
隠
蔽
し
、
戦
争
の
口
実
（pretext

）
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
勢
力
均
衡
維
持
の
た
め
の

（
干
渉
）
戦
争
の
事
例
が
挙
げ
ら
れ
た
後
に
、
そ
れ
ら
に
は
「
国
際
法
の
確
定
的
で
明
確
な
原
則
」
は
殆
ど
見
出
さ
れ
得
な
い
と
さ

れ
る
の
で
あ
る）（（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
ホ
ィ
ー
ト
ン
は
、（
マ
ル
テ
ン
ス
と
は
異
な
り
）「
干
渉
権
」
の
枠
組
の
中
で
勢
力
均
衡
を
論
じ
、
そ
れ
が
国
際
法
の

原
則
で
は
な
い
と
す
る
。
ま
た
、
そ
の
政
治
的
原
則
と
し
て
の
地
位
に
つ
い
て
は
明
言
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
予
防
的
政
策
」
と
し

て
の
勢
力
均
衡
が
、
諸
君
主
ら
の
干
渉
（
戦
争
）
の
口
実
と
さ
れ
て
き
た
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
政
治
的
原
則
と
し
て
否
定
的
評

価
が
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
因
み
に
、
ホ
ィ
ー
ト
ン
は
、
勢
力
均
衡
全
般
に
関
し
て
初
版
で
示
し
た
の

と
同
一
の
見
解
を
同
書
の
後
の
版
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
維
持
し
て
お
り
、
勢
力
均
衡
を
「
政
治
学
に
属
す
る
」
と
断
定
し
た
上
で）（（（
（

、
そ

の
政
治
的
原
則
と
し
て
の
機
能
に
否
定
的
評
価
を
下
す
と
い
う
論
調
は
不
変
で
あ
る）（（（
（

。
と
こ
ろ
が
、
彼
は
、
一
八
四
五
年
に
上
梓
さ

れ
た
『
欧
米
国
際
法
史
』
に
お
い
て
、
以
上
と
は
若
干
異
な
る
次
の
よ
う
な
評
価
を
勢
力
均
衡
に
与
え
て
い
る
。

　
『
欧
米
国
際
法
史
』
の
「
序
論
」
に
お
い
て
、
ホ
ィ
ー
ト
ン
は
、
古
代
世
界
に
お
け
る
勢
力
均
衡
観
念
に
つ
い
て
触
れ
た
後
に
、

「
近
代
に
お
い
て
そ
れ
［
即
ち
、
勢
力
均
衡
の
維
持
の
た
め
の
干
渉
と
い
う
原
則
］
は
、
思
索
的
理
論
家
に
よ
っ
て
認
知
さ
れ
た
の
み
な

ら
ず
、
国
際
規
範
（international code

）
の
中
に
組
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
実
行
上
は
不
正
且
つ
思
慮
に
欠
け
る
戦
争
の
口
実

を
与
え
る
と
い
う
よ
う
な
濫
用
も
頻
繁
に
あ
っ
た
も
の
の
、
一
再
な
ら
ず
欧
州
を
普
遍
的
専
制
（universal m

onarchy

）
か
ら

救
っ
た
の
で
あ
る）（（（
（

」
と
し
て
い
る
。
こ
の
記
述
の
中
で
問
題
と
な
る
の
は
「
国
際
規
範
」
の
意
味
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
勢
力
均
衡

維
持
の
た
め
の
干
渉
」
が
「
実
定
法
」
上
の
権
利
（
乃
至
は
義
務
）
で
あ
る
と
ま
で
は
言
え
な
い
た
め
に
「
規
範
」（code

）
と
さ
れ
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た
と
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、『
国
際
法
要
論
』
に
お
い
て
勢
力
均
衡
維
持
が
「
国
際
法
の
確
定
的
で
明
確
な

原
則
」
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
対
応
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。）
そ
れ
で
も
、『
国
際
法
要
論
』
に
お
い
て
勢
力
均
衡
が

政
治
的
原
則
と
し
て
も
否
定
的
評
価
を
受
け
て
い
た
こ
と
に
比
較
す
る
な
ら
ば
、『
欧
米
国
際
法
史
』
に
お
い
て
少
な
く
と
も
各
国

（
主
権
者
）
の
行
動
準
則
と
い
う
意
味
で
の
政
治
的
原
則
を
意
味
し
、
し
か
も
そ
れ
が
有
効
に
作
用
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
点

は
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）（（（
（

。

　

続
い
て
、
ク
リ
ュ
ー
バ
ー
（Johann Ludw

ig K
lüber

）
の
見
解
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
彼
の
著
作
『
欧
州
国
際
法）（（（
（

』
に

お
け
る
勢
力
均
衡
を
巡
る
見
解
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

ク
リ
ュ
ー
バ
ー
の
勢
力
均
衡
論
は
、「
政
治
的
勢
力
均
衡
」
と
「
法
的
勢
力
均
衡
」
の
区
別
を
前
提
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
後

者
を
「
各
人
に
各
人
の
も
の
を
」（suum
 cuique

）
の
原
則
で
あ
る
と
す
る）（（（
（

。
そ
の
場
合
、
単
に
各
々
の
時
点
で
の
軍
事
力
と
人
口

の
み
で
は
な
く
、
他
の
諸
々
の
国
家
的
特
徴
（
統
治
者
の
個
性
を
も
含
む
。）
を
も
考
慮
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
諸
国
の
均
衡
し
た
配
置

は
決
し
て
実
現
さ
れ
な
い
し
、
ま
た
そ
れ
を
望
む
こ
と
は
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
、「
法
的
及
び
政
治
的
に
見
て
、
そ
の
所
謂
シ
ス

テ
ム
は
、
不
確
定
な
観
念
に
と
ど
ま
る
」
と
さ
れ
る
。
更
に
、
こ
の
観
念
は
各
地
方
或
い
は
航
行
や
通
商
に
お
い
て
濫
用
・
誤
用
さ

れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
理
論
家
た
ち
も
勢
力
均
衡
が
戦
争
の
正
当
事
由
か
ら
除
か
れ
る
も
の
と
み
な
し
た
と
論
じ
ら
れ
て
い
る）（（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
結
論
と
し
て
は
、
勢
力
均
衡
が
法
的
に
も
政
治
的
に
も
原
則
と
は
な
り
得
な
い
も
の
と
の
評
価
が
ク
リ
ュ
ー
バ
ー

に
よ
り
下
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
こ
の
著
作
の
中
に
は
、
勢
力
均
衡
と
は
異
な
る
概
念
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
質
的
に
勢

力
均
衡
を
法
的
権
利
と
し
て
い
る
と
も
解
し
得
る
記
述
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、「
何
れ
の
国
家
も
、
支
配
権
（O

berherrschaft

）、

拡
大
、
優
越
又
は
普
遍
的
専
制
（U

niversal-M
onarchie

）
を
求
め
て
の
何
れ
の
不
法
な
試
み
（ungerechtes Streben

）
に
対
し
て

も
抵
抗
す
る
権
能
を
有
す
る
（befugt

）
と
い
う
こ
と
に
は
、
疑
念
の
余
地
は
な
い）（（（
（

」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
権
能
」
が
法

的
に
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
は
、
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
内
容
的
に
は
或
る
種
の
「
抵
抗
権
」
の
よ
う
な
も
の
を
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想
起
さ
せ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
ま
た
そ
れ
が
自
然
法
上
の
権
利
と
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
の
で
あ
る
。

　

更
に
、
フ
ィ
オ
レ
（Pasquale Fiore

）
の
著
作
を
検
討
し
た
い
。
フ
ィ
オ
レ
の
国
際
法
概
説
書
で
は
、
そ
の
第
一
部
（
平
時
法
）

の
第
六
章
「
国
力
を
完
全
な
も
の
と
し
発
展
さ
せ
る
権
利
：
政
治
的
均
衡
の
問
題
」（D

roit de perfectionner et d ’accroitre la 

puissance nationale: Q
uestion de lʼéquilibre politique

）
の
中
で
、
二
○
頁
近
く
の
紙
幅
が
勢
力
均
衡
に
関
す
る
叙
述
に
費
や
さ

れ
て
い
る）（（（
（

。

　

フ
ィ
オ
レ
の
勢
力
均
衡
に
対
す
る
基
本
的
立
場
は
、
次
の
一
文
に
明
確
に
表
さ
れ
て
い
る
。「
政
治
的
均
衡
体
制
は
近
代
政
治
の

理
念
的
詭
弁
（un sophism

e ideal

）
で
あ
り
、
そ
れ
は
力
の
優
位
を
正
当
化
す
る
た
め
、
そ
し
て
人
民
の
永
続
的
な
社
会
的
隷
属

（la perpetuelle servitude civile des peuples

）
を
保
証
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る）（（（
（

。」

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
否
定
的
評
価
に
も
拘
ら
ず
、
勢
力
均
衡
の
歴
史
を
古
代
か
ら
説
き
起
こ
し
て
論
ず
る
と
共
に
学
説
を
整
理

す
る
な
ど
、
フ
ィ
オ
レ
の
勢
力
均
衡
を
巡
る
議
論
は
詳
細
で
あ
る
。
彼
は
、
諸
学
説
を
整
理
し
た
上
で
、
一
般
論
と
し
て
は
「
物
理

的
法
則
に
お
け
る
均
衡
と
同
様
、
精
神
世
界
（le m

onde m
orale

）
に
お
い
て
も
或
る
均
衡
が
存
在
す
る
に
違
い
な
い
」
と
す
る
も

の
の
、
物
質
的
均
衡
を
認
め
る
と
し
て
も
、
そ
れ
と
同
様
に
精
神
的
力
の
均
衡
（lʼéquilibre des forces m

orales

）
が
存
在
し
得
る

と
は
信
じ
ら
れ
な
い
と
す
る）（（（
（

。
更
に
フ
ィ
オ
レ
は
、「
専
制
的
列
強
は
自
己
の
利
益
の
中
で
し
か
均
衡
を
理
解
し
な
か
っ
た
」
と
し

て
、
列
強
の
恣
意
的
主
張
の
実
例
を
列
挙
す
る）（（（
（

。
そ
し
て
、「
我
々
が
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
第
一
の
原
則
は
、
諸
国
家
の
均

衡
は
法
の
最
高
法
則
（la suprem

e loi du droit

）
に
よ
り
規
制
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
如
何
な
る
種
類
の
拡

大
も
、
国
際
正
義
（la justice internationale

）
の
原
則
に
反
す
る
場
合
を
除
き
、
阻
害
さ
れ
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
す

る
）
（（（
（

。
そ
し
て
、「
空
位
の
王
冠
に
対
す
る
或
る
君
主
の
継
承
」
を
例
と
し
つ
つ
、
フ
ィ
オ
レ
は
、「
二
つ
の
人
民
間
の
共
通
合
意
に

よ
っ
て
行
わ
れ
る
場
合
」
と
「
両
国
の
憲
法
に
よ
り
且
つ
住
民
の
意
思
（la volonté des populations

）
を
聞
か
な
い
場
合
」
を
区

別
し
、
当
該
住
民
間
の
同
意
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
他
国
は
勢
力
均
衡
を
理
由
に
干
渉
し
得
ず
、
そ
れ
が
存
在
し
な
い
領
域
拡
大
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は
征
服
に
類
似
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る）（（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
勢
力
均
衡
が
政
治
的
原
則
で
あ
る
こ
と
が
フ
ィ
オ
レ
の
論
述
の
前
提
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
そ
の
行
論
か

ら
し
て
そ
れ
ま
で
に
な
さ
れ
て
き
た
勢
力
均
衡
の
実
例
に
つ
い
て
も
否
定
的
な
評
価
を
下
し
て
い
る
こ
と
も
理
解
さ
れ
る
。
但
し
、

彼
が
政
治
的
原
則
と
し
て
勢
力
均
衡
が
原
理
的
に
否
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
と
断
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

そ
れ
は
次
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
。

　

フ
ィ
オ
レ
は
、
例
え
ば
、
ヴ
ィ
ー
ン
条
約
に
よ
り
設
定
さ
れ
た
勢
力
均
衡
は
専
制
の
利
益
の
た
め
の
反
革
命
の
み
を
目
的
と
し
て

い
た
点
を
指
摘
し
て
い
る）（（（
（

が
、
そ
れ
に
加
え
て
、「
政
治
的
均
衡
は
脆
弱
な
諸
人
民
の
後
見
的
保
護
と
な
る
で
あ
ろ
う）（（（
（

」
と
も
述
べ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
政
治
的
勢
力
均
衡
が
原
理
的
に
否
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
は
断
定
さ
れ
得
な
い
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。

　

勿
論
、
こ
の
記
述
に
関
連
し
て
、「
普
遍
的
良
心
の
中
で
正
義
の
原
則
が
貫
徹
さ
れ
な
け
れ
ば
、
安
定
的
且
つ
継
続
的
な
勢
力
均

衡
は
存
在
し
な
い
で
あ
ろ
う）（（（
（

」
と
も
付
記
さ
れ
て
お
り
、「
普
遍
的
良
心
」
の
中
で
の
「
正
義
の
原
則
」
の
貫
徹
と
い
う
前
提
条
件

を
充
足
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
彼
が
考
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
し
か
し
、
理
念
と
し
て
の
「
欧
州

の
真
の
勢
力
均
衡）（（（
（

」
に
つ
い
て
は
肯
定
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
フ
ィ
オ
レ
が
勢
力
均
衡
に
対
し
て
下
し
た
否
定
的

評
価
は
、
勢
力
均
衡
を
巡
る
現
実
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
理
念
自
体
に
対
す
る
も
の
で
は
な
い
と
も
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

更
に
、
ロ
ー
レ
ン
ス
（T

hom
as Joseph Law

rence

）
の
国
際
法
概
説
書
に
お
け
る
記
述
は
、
結
論
と
し
て
は
勢
力
均
衡
の
法
規

範
性
も
政
治
的
原
則
と
し
て
の
価
値
も
否
定
す
る
も
の
で
は
あ
る
も
の
の
、
本
節
で
こ
れ
ま
で
検
討
さ
れ
て
き
た
諸
著
作
に
お
け
る

見
解
と
は
若
干
異
な
る
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

ロ
ー
レ
ン
ス
は
、
平
時
法
に
お
け
る
「
独
立
に
関
連
し
た
権
利
及
び
義
務
」
に
関
す
る
叙
述
の
中
の
一
節
と
し
て
「
勢
力
均
衡
の

維
持
」
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
節
の
冒
頭
で
均
衡
と
呼
ば
れ
た
も
の
が
全
て
の
危
険
を
冒
し
て
も
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
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な
い
と
い
う
こ
と
が
、
一
七
世
紀
中
葉
か
ら
近
時
に
至
る
ま
で
欧
州
外
交
の
疑
い
な
き
準
則
（m

axim

）
で
あ
っ
た）（（（
（

」
と
さ
れ
て
お

り
、
勢
力
均
衡
を
政
治
的
原
則
と
す
る
こ
と
が
既
に
過
去
の
も
の
と
な
っ
た
と
い
う
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
、
そ
れ
に
続

く
記
述
で
は
、
勢
力
均
衡
の
維
持
が
法
的
に
是
認
さ
れ
な
い
の
み
な
ら
ず
、「
そ
れ
［
即
ち
、
勢
力
均
衡
論
］
が
支
配
者
の
個
人
的
拡

大
と
国
家
の
領
域
的
拡
張
以
外
の
国
政
の
他
の
如
何
な
る
動
機
を
も
考
慮
し
て
い
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
政
治
的

原
則
と
し
て
も
既
に
妥
当
な
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
と
彼
が
み
な
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る）（（（
（

。
つ
ま
り
、
ロ
ー
レ
ン
ス
は
、

歴
史
的
に
は
勢
力
均
衡
原
則
が
存
在
し
た
こ
と
を
承
認
し
つ
つ
、
彼
の
時
代
に
お
い
て
は
既
に
そ
の
よ
う
な
も
の
は
消
滅
し
て
し

ま
っ
た
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
彼
は
、「
余
り
に
も
多
く
の
悪
（evil

）
に
満
た
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
の
た
め
の
干
渉
は
、

国
際
法
の
中
に
何
ら
の
正
当
な
理
由
（w

arrant

）
も
見
出
さ
な
い
」
し
、「
諸
国
家
の
独
立
は
、
何
ら
か
の
政
治
的
勢
力
の
想
像
上

の
均
衡
（som

e im
aginary equilibrium

）
へ
の
あ
り
得
べ
き
危
険
を
根
拠
と
し
て
侵
さ
れ
得
な
い
」
と
し
、
更
に
、
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
が
モ
ン
ロ
ー
大
統
領
以
降
の
政
権
に
よ
っ
て
欧
州
か
ら
勢
力
均
衡
を
導
入
せ
ず
、
新
世
界
が
そ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
成
長
を

妨
げ
た
こ
と
を
肯
定
的
に
記
述
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
時
代
に
お
け
る
勢
力
均
衡
の
政
治
的
価
値
を
も
否
定
す
る
の
で
あ
る）（（（
（

。

　

尚
、
こ
の
ロ
ー
レ
ン
ス
と
同
様
の
見
解
は
ス
ト
ッ
ク
ト
ン
（Charles H

. Stockton

）
の
概
説
書
に
お
い
て
も
示
さ
れ
て
い
る
が
、

ス
ト
ッ
ク
ト
ン
は
勢
力
均
衡
を
「
干
渉
」
と
の
関
連
に
お
い
て
論
じ
て
い
る）（（（
（

。
ま
た
、
デ
パ
ニ
ェ
（Frantz D

espagnet

）
も
、「
一

六
四
八
年
か
ら
一
七
八
九
年
ま
で
の
欧
州
人
民
の
歴
史
は
勢
力
均
衡
問
題
に
よ
り
支
配
さ
れ
て
い
る
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
勢

力
均
衡
は
一
七
・
一
八
世
紀
に
お
い
て
は
何
ら
か
の
意
義
を
有
し
た
も
の
の
、（
彼
の
概
説
書
の
執
筆
当
時
で
あ
る
）
一
九
世
紀
末
に

は
既
に
過
去
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
（
そ
し
て
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
政
治
的
に
も
法
的
に
も
最
早
意
味
を
有
し
な
い
）
と
の
認
識
が

示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る）（（（
（

。
更
に
、
フ
ン
ク
・
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
（T

héophile Funck-Brentano

）
及
び
ソ
レ
ル

（A
lbert Sorel

）
も
、
歴
史
的
存
在
と
し
て
の
み
勢
力
均
衡
を
認
識
し
て
い
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る）（（（
（

。

　

最
後
に
、
ブ
ル
メ
リ
ン
ク
（A

uguste Bulm
erincq

）
の
所
論
を
見
る
こ
と
と
し
た
い
。
彼
の
概
説
書
『
国
際
法
の
実
践
・
理
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論
・
法
典
化）（（（
（

』
に
お
い
て
は
、「
国
際
的
実
行
」
と
題
さ
れ
る
章
で
三
つ
の
原
則
が
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
第
一
の
も
の
と
し
て

「
勢
力
均
衡
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。（
そ
の
他
の
二
つ
の
原
則
は
、正
統
性
原
則
（Legitim

itätsprincip

）
と
国
籍
原
則
（N

ationalitäts-

princip
）
で
あ
る
。）
そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
何
れ
も
法
原
則
に
対
す
る
「
政
治
的
原
則
と
称
さ
れ
得
る
」
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る）（（（
（

。

　

勢
力
均
衡
に
関
し
て
は
、
先
ず
、
こ
の
観
念
に
関
す
る
歴
史
が
概
観
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
は
、「
重
要
な
諸
条
約
の
主
た
る

目
的
が
勢
力
均
衡
の
維
持
に
あ
っ
た
こ
と）（（（
（

」
が
指
摘
さ
れ
、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
条
約
以
降
の
歴
史
が
五
つ
の
時
期
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。

即
ち
、
第
一
期
が
ユ
ト
レ
ヒ
ト
条
約
か
ら
フ
ラ
ン
ス
革
命
勃
発
ま
で
（
一
七
一
三
︱
一
七
八
九
年
）、
第
二
期
が
フ
ラ
ン
ス
革
命
か
ら

ヴ
ィ
ー
ン
会
議
ま
で
（
一
七
八
九
︱
一
八
一
五
年
）、
第
三
期
が
ヴ
ィ
ー
ン
条
約
か
ら
パ
リ
条
約
ま
で
（
一
八
一
五
︱
一
八
五
六
年
）、

第
四
期
が
パ
リ
条
約
か
ら
プ
ラ
ハ
条
約
ま
で
（
一
八
五
六
︱
一
八
六
六
年
）、
そ
し
て
、
第
五
期
が
プ
ラ
ハ
条
約
か
ら
こ
の
概
説
書
執

筆
当
時
ま
で
で
あ
る）（（（
（

。
ま
た
、
ブ
ル
メ
リ
ン
ク
は
、
勢
力
均
衡
に
関
す
る
諸
条
約
を
、
明
示
的
に
そ
れ
に
言
及
す
る
も
の
と
、
黙
示

的
な
も
の
と
に
分
類
し
、
そ
れ
ら
に
お
い
て
ユ
ト
レ
ヒ
ト
条
約
中
の
勢
力
均
衡
へ
の
言
及
が
繰
り
返
し
な
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
勢

力
均
衡
へ
の
賛
否
の
立
場
を
何
れ
の
国
家
も
時
に
応
じ
て
入
れ
替
え
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
と
す
る
。
更
に
、
同
原
則
が
「
常
に
目

的
と
い
う
よ
り
も
手
段
で
あ
っ
た
」
と
の
指
摘
も
行
わ
れ
て
い
る）（（（
（

。
そ
し
て
、
学
術
文
献
に
お
い
て
も
賛
否
両
論
が
あ
る
こ
と
が
示

さ
れ
、
一
六
世
紀
以
降
は
勢
力
均
衡
思
考
の
貫
徹
に
よ
っ
て
、
諸
国
民
間
及
び
諸
国
家
間
の
法
は
背
景
に
退
い
た
と
さ
れ
て
い
る）（（（
（

。

　

以
上
の
記
述
に
続
い
て
、
ブ
ル
メ
リ
ン
ク
は
、「
我
々
に
は
政
治
的
勢
力
均
衡
は
不
可
解
に
思
え
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
を
根
本

に
据
え
る
思
想
（Idee

）
は
非
現
実
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
」
と
し
、
ま
た
、
他
国
の
優
勢
を
妨
げ
る
と
い
う
の
は
国
家
の
自
然
な

願
望
で
あ
り
、
法
が
充
分
に
強
力
で
あ
る
と
判
明
し
な
い
場
合
に
は
一
層
そ
の
よ
う
な
願
望
は
強
ま
る
で
あ
ろ
う
旨
に
も
言
及
し
、

更
に
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

　
「
国
際
法
が
一
つ
の
政
治
的
道
具
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
国
際
法
を
貶
め
る
こ
と
で
あ
る
と
、
我
々
は
み
な
す
。
諸
国
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家
の
安
全
保
障
は
、
国
際
法
の
諸
々
の
基
本
的
権
利
（Grundrechte

）、
即
ち
、
生
存
権
、
独
立
権
及
び
平
等
権
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て

い
る
。
…
…
［
中
略
］
…
…
政
治
的
勢
力
均
衡
は
外
交
の
一
原
則
で
し
か
な
く
、
法
的
原
則
は
な
い
の
で
あ
る）

（（（
（

。」

　　

こ
の
部
分
に
お
い
て
、
ブ
ル
メ
リ
ン
ク
は
、
勢
力
均
衡
が
法
的
原
則
で
は
な
く
、
外
交
（
即
ち
、
政
治
）
の
原
則
で
あ
る
と
は
し

て
い
る
。
但
し
、
前
述
の
よ
う
に
、
勢
力
均
衡
は
政
治
的
原
則
と
し
て
非
現
実
的
な
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
結
論
と
し
て
は
、
法
的

に
も
政
治
的
に
も
勢
力
均
衡
に
は
否
定
的
評
価
が
下
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
勢
力
均
衡
の
歴
史
的
経
過
に
つ
い
て
纏
め
る
中
で
、
ブ
ル
メ
リ
ン
ク
が
「
政
治
的
勢
力
均
衡
が
［
国
家
間
関
係

の
］
根
本
に
横
た
わ
る
政
治
思
想
で
あ
る
こ
と
、
今
ま
で
に
望
ま
れ
た
実
質
的
勢
力
均
衡
は
存
在
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
、
そ

れ
に
も
拘
ら
ず
そ
れ
が
国
際
法
を
支
持
し
て
い
る
と
い
う
こ
と）（（（
（

」
に
も
言
及
し
て
い
る
点
は
、
我
々
の
興
味
を
引
く
。
即
ち
、
歴
史

的
に
見
て
、
現
実
に
勢
力
均
衡
が
存
在
し
得
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
国
際
法
の
基
盤
と
し
て
の
機
能
を
担
っ
て
き
た
の
で
あ

り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
勢
力
均
衡
は
国
際
法
上
の
原
則
で
は
な
い
こ
と
は
確
か
で
は
あ
る
も
の
の
、
国
際
法
の
存
在
基
盤
と
し

て
単
な
る
政
治
思
想
以
上
の
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
彼
が
考
え
て
い
る
と
も
解
し
得
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
勢

力
均
衡
に
つ
い
て
の
ブ
ル
メ
リ
ン
ク
の
評
価
は
若
干
の
振
幅
が
あ
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

　

以
上
、
勢
力
均
衡
の
法
規
範
性
も
政
治
的
原
則
と
し
て
の
価
値
も
否
定
す
る
と
思
わ
れ
る
論
考
を
示
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
は
次

の
よ
う
に
纏
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
本
節
冒
頭
に
挙
げ
た
ロ
シ
ア
の
マ
ル
テ
ン
ス
は
、
勢
力
均
衡
の
法
規
範
性
と
共
に
、
政
治
的
原

則
と
し
て
の
価
値
も
明
確
に
否
定
す
る
立
場
を
採
っ
て
い
る）（（（
（

。『
国
際
法
要
論
』
に
お
け
る
ホ
ィ
ー
ト
ン
、
そ
し
て
ウ
ォ
ー
カ
ー
も
、

結
論
と
し
て
は
、
勢
力
均
衡
に
つ
い
て
法
的
に
も
政
治
的
に
も
否
定
的
評
価
を
下
し
て
い
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

本
節
に
挙
げ
た
他
の
論
考
で
は
、
一
応
は
マ
ル
テ
ン
ス
等
と
類
似
の
否
定
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
何
ら
か
の
法
規
範
性
を

勢
力
均
衡
に
認
め
る
よ
う
な
見
解
（『
欧
米
国
際
法
史
』
に
お
け
る
ホ
ィ
ー
ト
ン
及
び
ク
リ
ュ
ー
バ
ー
）、
勢
力
均
衡
を
原
理
的
に
否
定
す
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る
も
の
で
は
な
い
見
解
（
フ
ィ
オ
レ
）、
歴
史
的
に
は
少
な
く
と
も
政
治
的
原
則
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
る
見
解
（
ロ
ー
レ
ン
ス
、
ス

ト
ッ
ク
ト
ン
及
び
デ
パ
ニ
ェ
）、
更
に
は
、
勢
力
均
衡
を
国
際
法
の
基
盤
と
す
る
よ
う
な
記
述
が
付
加
さ
れ
て
い
る
見
解
（
ブ
ル
メ
リ

ン
ク
）
も
提
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
九
世
紀
に
お
け
る
勢
力
均
衡
の
価
値
を
法
的
に
も
政
治
的
に
も
徹
底
的
に
否
定
す
る
と

い
う
論
者
は
、
否
定
論
者
の
中
に
あ
っ
て
も
必
ず
し
も
多
数
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
83
）　A

. Gentilis, D
e iure belli libri tres (H

anau, 1598).

本
稿
執
筆
に
際
し
て
は
、『
国
際
法
古
典
叢
書
』（T

he Classics of 
International Law

 (O
xford/London, 1933)

）
所
収
の
一
六
一
二
年
（
ハ
ナ
オ
）
版
に
依
拠
し
た
。

（
84
）　Ibid., p.96.

（
85
）　Ibid., pp.104-105.
フ
ァ
ー
ク
ツ
論
文
で
は
、
世
俗
的
な
国
際
法
理
論
の
中
で
勢
力
均
衡
に
言
及
し
て
い
る
最
初
の
学
者
は
恐
ら
く

ゲ
ン
テ
ィ
リ
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。V
agts/V

agts, op.cit., p.559.

（
86
）　H

. Grotius, D
e ivre belli ac pacis libri tres (1625). 

本
稿
執
筆
に
際
し
て
は
、『
国
際
法
古
典
叢
書
』（T

he Classics of 
International Law

 (O
xford/London, 1925)

）
所
収
の
一
六
四
六
年
（
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
）
版
に
依
拠
し
た
。

（
87
）　Ibid., lib.II, cap.i, 

§17.

（
88
）　Ibid., lib.II, cap.xxii, 

§5.

（
89
）　

但
し
、
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
は
「
勢
力
均
衡
」
に
つ
い
て
論
じ
て
い
な
い
と
す
る
論
者
も
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
ブ
ル
は
次
の
よ
う
に
論

じ
て
い
る
。「
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
は
（
勢
力
均
衡
理
論
の
基
礎
的
な
も
の
は
既
に
存
在
し
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
）
勢
力
均
衡
問
題
に
関
し
て

周
知
の
如
く
沈
黙
し
て
い
る
。
実
際
に
、
戦
争
は
或
る
者
の
権
利
に
対
す
る
損
害
に
応
じ
て
の
み
正
当
に
遂
行
さ
れ
得
る
と
い
う
彼
の
学

説
は
、
勢
力
均
衡
思
想
と
矛
盾
す
る
。」（H

. Bull, 

“The Im
portance of Grotius

”; H
. Bull/B. K

ingsbury/A
. Roberts (eds.), 

H
ugo G

rotius and International R
elations (O

xford, 1990) (hereafter referred to as 

“Grotius

”), p.76.

）
ま
た
、
キ
ン
グ
ズ

ベ
リ
ー
と
ロ
バ
ー
ツ
も
、
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
が
「
勢
力
均
衡
に
つ
い
て
何
ら
の
明
示
的
言
及
も
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
大
国
や
超
大
国
の
管

理
に
関
す
る
何
ら
の
発
展
し
た
観
念
も
有
し
な
か
っ
た
」
と
し
て
い
る
。（B. K

ingsbury/A
. Roberts, 

“Introduction

”; H
. Bull/B. 

K
ingsbury/A

. Roberts (eds.), H
ugo G

rotius and International R
elations (O

xford, 1990), p.27.

）

（
90
）　S. Pufendorf, D

e jure naturae et gentium
 libri octo (1672). 

本
稿
執
筆
に
際
し
て
は
、『
国
際
法
古
典
叢
書
』 （T

he 



26

法学研究 87 巻 7 号（2014：7）
Classics of International Law

 (O
xford/London, 1934)

）
所
収
の
一
六
八
八
年
（
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
）
版
に
依
拠
し
た
。

（
91
）　Ibid., lib.V

III, cap.vi, 

§5. 

そ
れ
で
も
、「
経
験
に
よ
り
確
知
さ
れ
る
よ
う
に
、
極
め
て
多
数
の
者
は
、
力
と
共
に
他
者
を
支
配
す

る
よ
り
大
き
な
欲
求
を
抱
く
よ
う
に
な
る
」
と
し
て
、
強
大
化
す
る
隣
国
に
対
す
る
抑
止
的
な
戦
争
に
理
解
を
示
す
箇
所
も
あ
る
。Ibid.

（
92
）　D

. H
. L. Freyherrn von O

m
pteda, Litteratur des gesam

m
ten sow

ohl natürlichen als positiven V
ölkerrechts, Erster 

T
heil (Regensburg, 1785), S.485-488.

残
り
の
一
点
は
、
一
六
八
九
年
の
ボ
ダ
ン
の
著
作
（
“Bodinus, 1689

”）
と
さ
れ
て
い
る
。

（
93
）　A

. Rivier, Principes du droit des gens, tom
e 1 (Paris, 1896), p.276, n.1.

（
94
）　C. van Bynkershoek, Q

uaestionum
 juris publici libri duo, quorum

 prim
us est de rebus bellicis, secundus de rebus 

varii argum
enti (1737). （

以
下
、
註
に
お
い
て
は
“QJP

”と
す
る
。） 

本
稿
執
筆
に
際
し
て
は
、『
国
際
法
古
典
叢
書
』（T

he Classics 
of International Law

 (O
xford/London, 1930)

）
所
収
の
一
七
三
七
年
（
ラ
イ
デ
ン
）
版
に
依
拠
し
た
。

（
95
）　

“Ut iniquum
 est, Principem

 invitum
 ad bellum

 cogere, ita et ad pacem
.

” Ibid., p.185. 

（
96
）　CT

S, V
, 325-402. 

（
97
）　Q

JP, pp.185-186.

（
98
）　

“Aequilibrium
 inter G

entes dicitur talis populorum
 plurium

 ad se invicem
 relatorum

 status, atque conditio, ut 
increscenti unius vel quorundam

 potentiae aequale sem
per virium

 robur opponi, atque ita, ne nocere possit, effi
ci 

valet.

” J. A
. Ickstatt, E

lem
enta juris gentium

 (W
irceburgi, 1740), lib.IV

, cap.vii, 

§6, p.359.

（
99
）　Ch. W

olff, Jus gentium
 m

ethodo scientifica pertractatum
 (H

alle, 1749). 

本
稿
執
筆
に
際
し
て
は
、『
国
際
法
古
典
叢
書
』

（T
he Classics of International Law

 (O
xford/London, 1934)

）
所
収
の
一
七
六
四
年
版
に
依
拠
し
た
。

（
100
）　

“Gentes spectantur tam
quam

 personae singulares liberae in statu naturali viventes.

” (Ibid., Prolegom
ena, 

§2.)

（
101
）　

“Æquilibrium
 inter gentes dicitur G

entium
 plurium

 secundum
 potentiam

 ad se invicem
 relatarum

 talis status, 
quo potentiae unius praepotentis vel quarundam

 conjunctae potentia conjuncta aliarum
 aequalis est.

” Ibid., 

§642.

（
102
）　Ibid., 

§643.

（
103
）　Ibid., 

§646.

（
104
）　Ibid., 

§649.
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（
105
）　Ibid., 

§649.
（
106
）　Ibid., 

§647.
（
107
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
も
見
よ
。N

. G. O
nuf, 

“Civitas M
axim

a: W
olff, V

attel and the Fate of Republicanism

”, 
A

m
erican Journal of International Law

, vol.88 (1994) (hereafter referred to as 

“Civitas M
axim

a

”), p.301.

（
108
）　

オ
ヌ
フ
（N

icholas Greenw
ood O

nuf

）
は
、
ヴ
ォ
ル
フ
の
勢
力
均
衡
観
念
に
つ
い
て
「
均
衡
は
国
際
関
係
の
偶
発
的
な
（
そ
し

て
、
重
要
で
は
な
い
）
特
徴
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。N

. G. O
nuf, T

he R
epublican Legacy in International T

hought 
(Cam

bridge, 1998) (hereafter referred to as 

“The R
epublican Legacy

”), p.102.

（
109
）　E. de. V

attel, Le droit des gens; ou, principes de la loi naturelle appliqués à la conduite et aux affaires des nations 
et des souverains (1758), liv.III, chap.iii, 

§47.

（
尚
、
本
稿
執
筆
に
際
し
て
は
、『
国
際
法
古
典
叢
書
』(T

he Classics of 
International Law

 (W
ashington, D

.C., 1916))

所
収
の
一
七
五
八
年
（
ロ
ン
ド
ン
）
版
に
依
拠
し
た
。）

（
110
）　Ibid., 

§48.

（
111
）　Ibid.

（
112
）　Ibid., 

§49.

（
113
）　

ヴ
ァ
ッ
テ
ル
の
「
欧
州
国
際
関
係
観
」
に
関
し
て
は
、
次
の
文
献
を
見
よ
。A

. Linklater, M
en and Citizens in the T

heory 
of International R

elations (London, 1982), pp.80-96.

ま
た
、
ヴ
ァ
ッ
テ
ル
の
よ
う
に
欧
州
が
或
る
種
の
団
体
又
は
共
和
国
で
あ
る

と
す
る
思
考
は
、
啓
蒙
期
の
哲
学
・
社
会
科
学
分
野
の
研
究
者
に
と
っ
て
か
な
り
共
通
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
、
本

稿
で
後
に
見
る
文
献
に
お
い
て
も
そ
れ
は
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
も
見
よ
。N

ardin, op.cit., pp.62-63: F. 
H

. H
insley, Pow

er and the Pursuit of Peace: T
heory and Practice in the H

istory of R
elations betw

een States 
(Cam

bridge, 1963), pp.161-164 et 166-167.

（
ヒ
ン
ズ
リ
ー
は
、
特
に
、
一
七
三
○
年
代
以
降
に
こ
の
よ
う
な
観
念
が
発
展
す
る
と
し

て
い
る
。）

（
114
）　
「
ヴ
ァ
ッ
テ
ル
は
勢
力
均
衡
原
則
を
最
低
限
の
集
団
的
な
安
全
保
障
及
び
静
謐
（collective security and tranquility

）
を
保
持

す
る
た
め
の
一
つ
の
手
段
（a device

）
と
し
て
正
当
化
し
た
」
と
す
る
見
解
も
提
示
さ
れ
て
い
る
。See, W

. Rech, E
nem

ies of 
M

ankind: V
attelʼs T

heory of Collective Security (Leiden/Boston, 2013), p.172.
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（
115
）　

以
上
に
見
て
き
た
ヴ
ォ
ル
フ
と
ヴ
ァ
ッ
テ
ル
の
各
々
の
勢
力
均
衡
論
の
相
異
は
、
前
者
が
個
別
国
家
の
権
利
の
問
題
と
し
て
論
じ
、

後
者
が
「
一
種
の
国
家
」
の
安
定
化
手
段
の
問
題
と
し
て
論
じ
て
い
る
点
に
あ
る
と
纏
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。See, O

nuf, Civitas 
M

axim
a, pp.301-302.

ま
た
、
柳
原
正
治
『
ヴ
ォ
ル
フ
の
国
際
法
理
論
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
八
年
）
二
七
三
頁
（
註（
72
））
も
見
よ
。

（
116
）　

ヴ
ァ
ッ
テ
ル
が
勢
力
均
衡
を
政
治
的
原
則
と
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
キ
ン
グ
ズ
ベ
リ
ー
及
び
ロ
バ
ー
ツ
は
次
の
よ
う
に

表
現
し
て
い
る
。「
ヴ
ァ
ッ
テ
ル
は
、
国
際
社
会
を
主
権
国
家
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
同
意
が
規
範
形
成
に
と
っ
て
本
質
的
で
あ

り
、
当
該
規
範
に
合
致
し
た
り
或
い
は
そ
れ
ら
を
執
行
し
た
り
す
る
か
に
つ
い
て
の
裁
量
は
、
主
と
し
て
自
己
の
判
断
に
基
づ
く
道
徳
原

則
及
び
比
例
原
則
に
よ
り
制
限
さ
れ
る
、
と
記
述
し
た
。
均
衡
と
国
家
の
独
立
を
維
持
す
る
た
め
に
、
勢
力
均
衡
体
制
の
よ
う
な
一
定
の

秩
序
原
則
に
関
す
る
合
意
は
存
在
し
た
が
、
こ
の
合
意
は
法
や
よ
り
綿
密
な
正
義
又
は
協
力
に
関
す
る
諸
原
則
の
執
行
に
は
及
ば
な
か
っ

た
。」K

ingsbury/Roberts, op.cit., p.33.

（
117
）　

ヴ
ァ
ッ
テ
ル
が
勢
力
均
衡
を
称
揚
し
た
こ
と
に
関
し
て
は
、
次
の
文
献
を
見
よ
。O

nuf, T
he R

epublican Legacy, pp.83-84 et 
101-103.

（
118
）　

ギ
ュ
リ
ッ
ク
は
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。「
彼
［
即
ち
、
ヴ
ァ
ッ
テ
ル
］
は
力
に
お
い
て
諸
国
家
は
不
平
等
で
あ
っ
て
壁
の
中
の

多
く
の
赤
レ
ン
ガ
の
よ
う
な
平
等
に
は
決
し
て
作
ら
れ
得
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
を
進
ん
で
受
け
入
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
は
、
勢

力
均
衡
を
達
成
す
る
こ
と
へ
の
希
望
を
放
棄
せ
ず
、
諸
国
家
間
の
領
域
的
不
平
等
は
同
盟
に
よ
り
是
正
さ
れ
得
る
と
論
じ
た
の
で
あ
る
。」

E. V
. Gulick, E

uropeʼs Classical Balance of Pow
er (Ithaca, N

ew
 Y

ork, 1955; rep., W
est Port, 1982), p.61.

（
119
）　V

attel, op.cit, liv.III, chap.iii, 

§44.

（
120
）　J. J. M

oser, G
rundsätze des jetzt üblichen europäischen V

ölkerrechts in Friedens Zeiten (Frankfurt a. M
., 1763), 

S.15-16.

（
121
）　Ebenda, S.49-60.

（
122
）　J. J. M

oser, V
ersuch des neuesten europäischen V

ölkerrechts in Friedens- und K
riegs-zeiten, vornehm

lich aus 
denen Staatshandlungen derer europäischen M

achten, auch anderen Begebenheiten, so sich seit dem
 T

ode K
aiser 

K
arls V

I im
 Jahre 1740 zugetragen haben (Stuttgart/Frankfurt a. M

., 1777-1780). 

こ
の
著
作
の
第
一
巻
（Erster T

heil

）

（Frankfurt a. M
., 1777

）
の
第
一
篇
（Erstes Buch

）
は
「
一
つ
の
独
特
の
社
会
体
（Staats-K

örper

）
を
構
成
す
る
範
囲
で
の
欧



29

「一八世紀」及び「一九世紀」における国際法観念（二）

州
に
関
し
て
」
と
題
さ
れ
、
そ
の
第
四
章
（S.66-75.

）
が
「
欧
州
に
お
け
る
勢
力
均
衡
と
安
寧
の
維
持
に
つ
い
て
」
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
第
一
篇
第
一
章
第
八
節
で
は
、「
前
世
紀
［
即
ち
、
一
七
世
紀
］
の
初
頭
に
仏
国
王
ア
ン
リ
四
世
が
、
欧
州
の
主
権
国
家
の
力
は

一
定
の
均
衡
状
態
に
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
欧
州
全
体
を
一
つ
の
国
家
の
形
態
又
は
一
つ
の
諸
国
家
の
同
盟
体
制
（System

a 
foederatarum

 R
erum

publicarum

）
の
形
態
に
導
く
こ
と
」
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
123
）　

モ
ー
ザ
ー
の
方
法
論
的
特
色
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
国
際
法
学
に
お
け
る
『
実
証
主
義
』
の
史
的
系
譜
」『
世
界
法
年
報
』
第
二
二

巻
（
二
○
○
三
年
）
九
︱
一
四
頁
を
見
よ
。

（
124
）　

フ
ァ
ー
ク
ツ
論
文
で
は
、
勢
力
均
衡
が
頻
繁
に
主
権
者
の
私
的
な
意
図
を
隠
蔽
す
る
た
め
に
活
用
さ
れ
て
い
る
（
と
り
わ
け
フ
ラ
ン

ス
の
口
実
と
さ
れ
た
）
こ
と
を
モ
ー
ザ
ー
が
指
摘
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
モ
ー
ザ
ー
が
勢
力
均
衡
に
つ
い
て
懐
疑
的
で
あ
っ
た
と
し
て
い

る
。（V

agts/V
agts, op.cit., p.563.

）
し
か
し
、
本
論
で
示
し
た
点
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
見
解
に
は
筆
者
（
明
石
）
は
賛
成
で

き
な
い
。

（
125
）　

そ
の
典
型
例
と
し
て
、
次
の
文
献
を
見
よ
。P. M

acalister-Sm
ith, 

“Bibliography of the T
extbooks and Com

prehensive 
T

reatises on Positive International Law
 of the 19th Century

”, Journal of the H
istory of International Law

, vol.3 
(2001), p.90. 

（
126
）　G. F. M

artens, Prim
ae lineae juris gentium

 Europaearum
 practici in usum

 auditorum
 adum

bratae. Accedit praecipuorum
 

quorundam
 foederum

 ab anno 1748 inde percussorum
 index et repertorium

 (Gottingae, 1785).

（
127
）　

“Gentes E
uropae quum

 tanquam
 personae m

orales in statu naturali degentes considerandae veniant, quae superiorem
 

legislatorem
 hum

anum
 non agnoscunt, ad ea, quae per se naturaliter sibi praestare aut plane non aut im

perfecte 
tenentur, non aliter perfecte obligantur nisi accedente facto speciali, ex quo nova iura et obligationes secundum

 ipsa 
iuris naturae principia oriuntur h. e. consensu s. pacto, vel laesione; ex illo oritur obligatio perfecta ad ea im

plenda, 
quae prom

issa sunt, ex hac ad dam
num

 datum
 resarciendum

.
” Ibid., p.34.

（
128
）　

“Quod quidem
 system

a, licet non ubique data quavis occasione ab om
nibus fuerit servatum

, nunquam
 tam

en ex 
eo tem

pore plane derelictum
 est; etiam

num
 hodie gentes pleraeque ad illud provocant. M

edia autem
, quibus hoc 

m
odo securitati gentis cuiusque provideri possit, pro ratione tem

porum
 variant, et praesertim

 hoc seculo system
a 
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ipsum

 cum
 nova quarundam

 gentium
 crescente potestate, tum

 unione gentium
 aliarum

 olim
 inim

icissim
arum

 
insigniter m

utatum
 est.

” Ibid., p.90.
（
129
）　Ibid., pp.90-91.

（
130
）　

尚
、
マ
ル
テ
ン
ス
の
国
際
法
概
説
書
仏
語
初
版
（G.-F. de M

artens, Précis du droit des gens m
oderne de lʼE

urope 
fondé sur les traités et lʼusage, 2 tom

es (Gottingue, 1789)

）
に
お
い
て
は
、
そ
の
第
四
篇
（「
外
交
上
の
諸
問
題
及
び
こ
れ
に
関

し
て
受
容
さ
れ
た
諸
権
利
に
つ
い
て
」（D

es A
ffaires étrangères et des droits reçus à cet égard

））
の
第
一
章
（「
国
家
の
自

由
及
び
対
外
的
安
全
の
維
持
に
つ
い
て
」（D

u m
aintien de la liberté et de la surêté externe de lʼétat

））
の
第
九
七
節
（「
諸

国
家
間
の
勢
力
均
衡
の
維
持
に
つ
い
て
」（D

u m
aintien de lʼéquilibre entre les états

））
で
は
、
一
方
で
国
家
は
自
己
を
対
外
的

に
増
大
化
さ
せ
る
自
然
権
（le droit naturel

）
を
有
し
、
他
方
で
国
家
は
他
国
の
増
大
化
に
抵
抗
し
、
自
己
の
対
外
的
自
由
及
び
安
全

を
確
保
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
権
利
の
衝
突
が
生
ず
る
と
す
る
。
そ
こ
で
「
或
る
種
の
一
般
社
会
」（une espèce de 

societé général

）
を
構
成
す
る
諸
国
（puissances

）
が
、
欧
州
の
勢
力
均
衡
の
維
持
に
注
意
を
払
う
権
限
を
付
与
さ
れ
て
い
る
と
信

ず
る
の
で
あ
る
、
と
の
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
国
家
の
自
然
権
の
衝
突
の
結
果
と
し
て
の
勢
力
均
衡
維
持
の
正
当
性
が

示
さ
れ
て
お
り
、
勢
力
均
衡
自
体
を
自
然
権
と
は
し
て
い
な
い
と
も
解
さ
れ
る
。

（
131
）　K

. G. Günther, E
uropäisches V

ölkerrecht in Friedenszeiten nach V
ernunft, V

erträgen und H
erkom

m
en, m

it 
A

nw
endung auf die teutschen R

eichsstände, Erster T
heil (A

ltenburg, 1787), Zw
eiter T

heil (A
ltenburg, 1792). 

本
書
の

構
成
及
び
内
容
上
の
特
色
は
、
題
名
に
も
あ
る
通
り
、
帝
国
等
族
へ
の
欧
州
国
際
法
の
適
用
を
も
扱
っ
て
い
る
点
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。

（
132
）　Ebenda, S.321-389.

（
133
）　Ebenda, S.321.

（
134
）　Ebenda, S.333.

（
135
）　Ebenda, S.362.

（
136
）　N

. H
. Gundling, A

usführlicher D
iscours über das N

atur- und V
ölker-R

echt (Frankfurt a. M
., 1734).

こ
の
著
作
で
は
、

ラ
テ
ン
語
・
独
語
が
混
交
す
る
独
特
の
文
体
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
137
）　Cap.V

III 

“De jure laesi in laedentem
 &

 hujus obligatione ad resarciendum
 dam

num
 in statu libertatis

” (Ebenda, 
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S.108-129.) 

尚
、
そ
れ
に
続
く
第
九
章
の
表
題
は
“De jure laesi in laedentem

 &
 hujus obligatione ad resarciendum

 
dam

num
 in statu civitatis

”で
あ
り
、
第
八
章
が
自
然
状
態
、
第
九
章
が
社
会
状
態
に
お
け
る
問
題
を
扱
う
も
の
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
後
者
で
は
前
者
で
行
っ
た
と
は
全
く
異
な
る
考
察
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。Ebenda, S.130.

（
138
）　

“Hier w
ollen w

ir nun consideriren, w
as in statu naturali, inter gentes oder bey solchen Leuten, die par hazard 

in statum
 naturalem

 kom
m

en, obtiniret.

” Ebenda, S.108.

（
139
）　

“In statu naturali hat das Jus praeventionis statt.

” Ebenda, S.109.

（
140
）　

“Wenn ich sehe, alterum
 m

editari bellum
, so kan ich ihm

 vorkom
m

en, und darf nicht w
arten, bis er sein Pferd 

an m
einem

 Zaun binded, suffi
cit, daß ich m

oraliter certus bin.

” Ebenda, S.109-110.

（
141
）　

“die Frage: O
b ich propter m

etum
 crescentis potentiae einen attaquiren kan?

” Ebenda, S.110.

（
142
）　

“Ob m
an w

ider die anw
achsende M

acht seiner N
achbarn könne den D

egen ausziehen?

” Ebenda, S.112.

（
143
）　

“Ein potentior ist w
ie der Löw

e, und ist absurd, w
enn ich w

ill vor dem
 Löw

en einen reverence m
achen; den 

indem
 ich solches thue, beisset er m

ir den K
opff ab.

” Ebenda, S.113.

（
144
）　

“Der K
rieg ist nichts anderes als ein m

alum
 necessarium

, w
elches ich nur im

 höchsten N
othfall brauchen 

m
us.

” Ebenda, S.112.

（
145
）　

尚
、
ギ
ュ
リ
ッ
ク
は
、
勢
力
均
衡
を
巡
る
ヴ
ォ
ル
フ
と
ヴ
ァ
ッ
テ
ル
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
即
ち
、

両
者
は
共
に
「
彼
ら
の
主
要
著
作
の
中
に
勢
力
均
衡
に
関
す
る
節
を
設
け
た
」
が
、
ヴ
ァ
ッ
テ
ル
は
勢
力
均
衡
に
関
す
る
ヴ
ォ
ル
フ
の
簡

潔
な
議
論
を
取
り
上
げ
、
ヴ
ォ
ル
フ
以
上
に
「
勢
力
均
衡
諸
原
則
及
び
そ
れ
ら
の
国
際
法
上
の
地
位
の
展
開
に
注
意
を
向
け
た
」
と
さ
れ

る
。
ま
た
、「
両
者
共
に
一
八
世
紀
欧
州
に
お
け
る
勢
力
均
衡
と
国
際
法
の
諸
原
則
（canons

）
と
の
間
の
密
接
で
根
本
的
な
関
連
を
例

示
」
し
た
と
さ
れ
、
更
に
、
次
の
よ
う
な
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　
「
両
者
の
著
作
は
、
国
際
関
係
（dealings

）
に
と
っ
て
の
法
規
則
を
求
め
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
理
想
主
義
の
記
念
碑
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
彼
ら
は
国
際
法
の
強
制
に
と
っ
て
勢
力
均
衡
を
必
要
且
つ
重
要
な
要
素
と
し
て
見
た
。
彼
ら
は
、
自
ら
の
記
念
碑
的
著

作
の
中
に
そ
れ
を
含
め
た
と
い
う
単
純
な
事
実
に
よ
っ
て
、
勢
力
均
衡
理
論
に
尊
厳
を
与
え
、
理
想
化
し
た
。
…
…
［
中
略
］
…
…

独
立
国
家
を
不
可
避
的
事
実
と
み
な
し
た
著
作
家
達
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
勢
力
均
衡
を
極
め
て
望
ま
し
い
も
の
と
し
て
劇
的
に
表
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現
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。」（Gulick, op.cit., pp.50-51.

）

（
146
）　

論
理
的
に
は
、
国
際
法
そ
れ
自
体
が
勢
力
均
衡
を
支
え
る
基
盤
（
の
一
つ
）
で
あ
る
と
す
る
理
解
も
存
在
し
得
る
が
、
そ
の
よ
う
な

理
解
は
筆
者
が
確
認
し
得
た
文
献
の
中
で
は
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
但
し
、
ラ
イ
ト
（Q

uincy W
right

）
は
、
第
二
次
大
戦

中
に
発
表
さ
れ
た
論
考
の
中
で
、
同
大
戦
後
の
国
際
社
会
に
お
い
て
勢
力
均
衡
が
機
能
し
得
な
い
こ
と
を
主
張
し
、
そ
の
中
で
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。「
国
際
政
治
の
構
造
と
し
て
の
勢
力
均
衡
は
、
民
主
主
義
・
事
業
の
自
由
・
福
祉
経
済
・
平
和
と
は
両
立
し
得
な
い
。

勢
力
均
衡
は
一
九
世
紀
の
殆
ど
に
お
い
て
そ
れ
を
支
え
た
国
際
法
と
さ
え
も
両
立
し
得
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。」Q

. W
right, 

“International Law
 and the Balance of Pow

er

”, A
m

erican Journal of International Law
, vol.37 (1943), p.102.

こ
の
引
用

文
中
の
第
一
文
に
つ
い
て
は
、
一
般
論
と
し
て
理
解
可
能
で
あ
る
が
、
第
二
文
に
つ
い
て
は
、
国
際
法
が
勢
力
均
衡
の
基
盤
で
あ
っ
た
と

の
理
解
に
立
つ
な
ら
ば
、
理
解
可
能
と
な
る
。
し
か
し
、
ラ
イ
ト
が
国
際
法
と
勢
力
均
衡
の
関
係
を
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
理
解
し
て

い
た
こ
と
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。

（
147
）　

勿
論
、
否
定
の
一
形
態
と
し
て
「
無
視
」
が
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
一
九
世
紀
の
国
際
法
概
説
書
に
お
い
て
、
勢
力
均
衡
に
関
す
る

記
述
の
不
存
在
が
、
そ
の
国
際
法
上
の
意
義
の
否
定
を
意
味
し
て
い
る
と
の
推
定
が
成
立
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
殆
ど
疑
い
の
余
地
は
な

い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
実
際
に
、
一
九
世
紀
の
国
際
法
概
説
書
で
あ
っ
て
、
勢
力
均
衡
に
言
及
し
て
い
な
い
も
の
は
存
在
す

る
。（
そ
の
若
干
の
例
と
し
て
、
次
の
文
献
が
挙
げ
ら
れ
得
る
。R. W

ildm
an, Institutes of International Law

, vol.I (T
im

e of 
Peace) (London, 1849), vol.II (T

im
e of W

ar) (London, 1850): J. T
. A

bdy (ed.), K
entʼs Com

m
entary on International 

Law
 : R

evised w
ith N

otes and Cases Brought dow
n to the Present T

im
e (Cam

bridge, 1866): W
. E. H

all (A
. P. H

iggins 
(ed.)), A

 T
reatise on International Law

, 2nd ed. (O
xford, 1884): T

h. A
. W

alker, T
he Science of International Law

 
(London, 1893): H

. S. M
aine, International Law

, 2nd ed. (London, 1894).

）
そ
れ
で
も
、
論
理
的
に
は
、
関
連
す
る
記
述
の
不

存
在
は
積
極
的
否
定
と
不
知
の
二
つ
を
意
味
し
得
る
と
い
う
点
を
考
慮
し
て
、
本
節
で
扱
わ
れ
る
諸
著
作
は
、
勢
力
均
衡
を
法
的
原
則
と

し
て
認
め
な
い
の
み
な
ら
ず
（
或
い
は
、
当
初
よ
り
政
治
的
原
則
足
り
得
る
か
と
い
う
問
題
設
定
の
上
で
）、
政
治
的
原
則
と
し
て
も
無

益
乃
至
は
有
害
と
す
る
見
解
を
示
す
も
の
に
限
定
さ
れ
る
。

（
148
）　

マ
ル
テ
ン
ス
の
国
際
法
概
説
書
は
、
そ
の
仏
語
版
初
版
（F. de M

artens (traduit du russe par A
. Léo), T

raité de droit 
international, 3 tom

es (Paris, 1883-1887)

）
の
第
一
巻
公
刊
の
同
年
に
独
語
版
（F. von M

artens, V
ölkerrecht: D

as 
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internationale R
echt der civilisirten N

ationen (D
eutsche A

usgabe von Carl Bergbohm
) (Berlin, 1883)

） 

も
公
刊
さ
れ
て

い
る
。
本
稿
に
お
け
る
記
述
は
独
語
版
に
従
っ
て
い
る
。

（
149
）　Ebenda, S.125.

（
150
）　Ebenda.

（
151
）　A

. Chrétien, Principes de droit international public (Paris, 1893), pp.194-195.

（
152
）　Fr. Saalfeld, H

andbuch des positiven V
ölkerrechts (T

übingen, 1833), S.18-19.

（
153
）　E. H

. T
h. von H

uhn, V
ölkerrecht (Leipzig, 1865), S.22-24.

（
154
）　Ebenda, S.79-80.

（
155
）　T

. A
. W

alker, A
 H

istory of the Law
 of N

ations, vol.1 (Cam
bridge, 1899), pp.140-141.

（
156
）　H

. W
heaton, E

lem
ents of International Law

 w
ith a Sketch of the H

istory of the Science, 2 vols. (London, 1836).

（
157
）　

ホ
ィ
ー
ト
ン
に
よ
れ
ば
、「
何
れ
の
国
家
も
、
独
立
し
た
倫
理
的
存
在
（an independent m

oral being

）
と
し
て
、
換
言
す
れ

ば
、
国
家
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
付
与
さ
れ
る
一
定
の
主
権
的
権
利
を
有
す
る
」
と
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
権
利
が
「
絶
対
的
な
国
際
的
権
利
」

と
さ
れ
て
い
る
。Ibid., p.107.

因
み
に
、「
絶
対
的
な
国
際
的
権
利
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
他
の
諸
権
利
は
、「
独
立
権
」・「
平
等

権
」・「
財
産
権
」
で
あ
る
。

（
158
）　Ibid., pp.110-113.

（
159
）　

例
え
ば
、『
国
際
法
古
典
叢
書
』 （T

he Classics of International Law
 (O

xford/London, 1936)

）
所
収
の
第
八
版
（H

. 
W

heaton, E
lem

ents of International Law
, 8th ed. (Boston, 1866), pp.76-78.

）
を
見
よ
。

（
160
）　

因
み
に
、
ホ
ィ
ー
ト
ン
の
『
国
際
法
要
論
』
が
在
北
京
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
師
の
米
国
人
マ
ー
チ
ン
（W

illiam
 A

lexander 
Parkins M

artin

）
に
よ
っ
て
、『
万
国
公
法
』
と
し
て
漢
訳
さ
れ
、
そ
れ
が
日
本
に
輸
入
さ
れ
た
と
い
う
史
実
は
有
名
で
あ
る
が
、
邦

訳
の
際
に
勢
力
均
衡
を
巡
っ
て
生
じ
た
次
の
よ
う
な
事
柄
が
住
吉
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。「
官
版
で
は
注
釈
に
あ
っ
た
『
均
衡
の
法
』

を
本
文
に
と
り
入
れ
『
均
衡
ノ
法
ト
ハ
頭
立
チ
強
大
ノ
国
、
強
ヲ
抑
ヘ
弱
ヲ
助
ケ
、
国
勢
ヲ
平
均
ス
ル
法
ア
リ
テ
ヨ
ク
治
セ
ル
…
…
』
と

し
て
い
る
こ
と
は
、
特
に
訳
者
の
注
意
を
ひ
い
た
も
の
か
、
当
時
の
人
々
の
意
識
に
強
く
映
じ
た
も
の
か
注
意
し
た
い
点
で
あ
る
。」
住

吉
良
人
「
西
欧
国
際
法
学
の
日
本
へ
の
移
入
と
そ
の
展
開
」『
法
律
論
叢
』（
明
治
大
学
）
第
四
二
巻
四
・
五
・
六
合
併
号
（
一
九
六
九
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年
）
三
四
八
頁
。

（
161
）　H

. W
heaton, H

istory of the Law
 of N

ations in E
urope and A

m
erica; from

 the E
arliest T

im
es to the T

reaty of 
W

ashington, 1842 (N
ew

 Y
ork, 1845), p.20.

（
162
）　

オ
ヌ
フ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「［
ホ
ィ
ー
ト
ン
は
］
欧
州
国
際
社
会
に
法
の
中
の
堅
固
な
基
礎
（a solid foundation in 

law
）
を
提
供
す
る
こ
と
を
欲
し
た
が
、
そ
れ
は
ヴ
ァ
ッ
テ
ル
が
そ
の
よ
う
な
重
要
性
を
認
め
た
勢
力
均
衡
の
代
替
物
と
し
て
で
は
な
く
、

安
定
の
淵
源
と
し
て
の
勢
力
均
衡
の
補
完
物
と
し
て
で
あ
っ
た
。」（N

. G. O
nuf, 

“Henry W
heaton and ʻT

he Golden A
ge of 

International Law
ʼ

” (Presented to the International Law
 Colloquium

, Faculty of Law
, U

niversity of T
okyo, 12 

N
ovem

ber 1999), p.8.

）
こ
の
評
価
は
『
国
際
法
要
論
』
で
は
な
く
、『
欧
米
国
際
法
史
』
の
記
述
に
基
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
163
）　J. L. K

lüber, E
uropäisches V

ölkerrecht, 2. A
ufl. (Schaffhausen, 1851). 

（
164
）　Ebenda, S.50-51.
そ
し
て
、
こ
の
「
各
人
に
各
人
の
も
の
を
」
と
い
う
原
則
の
達
成
が
ヴ
ィ
ー
ン
会
議
に
際
し
て
の
タ
レ
イ
ラ
ン

（Ch.-M
. de T

alleyrand
）
の
目
的
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

（
165
）　Ebenda, S.51-52.

（
166
）　Ebenda, S.52.

（
167
）　P. Fiore (traduit de lʼitalien et annoté par P. Pradier-Fodéré), N

ouveau droit international public, tom
e 1 (Paris, 

1868), pp.258-275.

（
168
）　Ibid., p.262.

（
169
）　Ibid., p.266.

（
170
）　Ibid., p.267.

（
171
）　Ibid., p.270.

（
172
）　Ibid., pp.271-272.

尚
、
こ
れ
ら
は
、
国
際
正
義
を
重
視
す
る
ヘ
フ
タ
ー
（A

. G. H
effter

）
の
説
く
と
こ
ろ
で
も
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
提
示
さ
れ
て
い
る
「
国
際
正
義
」
は
「
民
族
自
決
」
原
則
に
通
底
す
る
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
173
）　Ibid., p.273.

（
174
）　Ibid., p.274.
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（
175
）　Ibid.

（
176
）　Ibid., p.275.

（
177
）　T

. J. Law
rence, T

he Principles of International Law
 (London/N

ew
 Y

ork, 1895), p.126.

（
178
）　Ibid., p.129. 

（
179
）　Ibid., pp.129-130.

（
180
）　C. H

. Stockton, O
utlines of International Law

 (N
ew

 Y
ork/Chicago/Boston, 1914), pp.100-101.

（
181
）　F. D

espagnet, Cours de droit international public, 2
e éd. (Paris, 1899), p.18.

（
182
）　T

h. Funck-Brentano/A
. Sorel, Précis du droit des gens (Paris, 1877), pp.480-483.

（
183
）　A

. Bulm
erincq, Praxis, T

heorie und Codification des V
ölkerrechts (Leipzig, 1874).

（
184
）　Ebenda, p.40.

（
185
）　

但
し
、
こ
れ
は
フ
ィ
リ
モ
ア
の
著
書
（R. Phillim

ore, Com
m

entaries upon International Law
, vol.I, 2nd ed. (London, 

1871), p.483.)

か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

（
186
）　Bulm

erincq, a.a.O
., S.40-41.

（
187
）　Ebenda, S.41-43.

（
188
）　Ebenda, S.43.

（
189
）　Ebenda, S.48-49.

（
190
）　Ebenda, S.44.

（
191
）　

同
様
に
、
次
の
著
作
に
お
い
て
は
、
国
際
法
の
通
史
的
記
述
に
関
わ
る
箇
所
で
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
及
び
ユ
ト
レ
ヒ
ト
条
約

に
よ
り
勢
力
均
衡
を
原
則
と
す
る
旨
が
主
張
さ
れ
た
が
、「
そ
の
よ
う
な
勢
力
均
衡
を
維
持
す
る
と
い
う
試
み
自
体
が
、
そ
れ
が
除
去
し

よ
う
と
し
た
害
悪
（evils

）
よ
り
も
大
き
な
害
悪
を
も
た
ら
し
た
」
と
さ
れ
て
い
る
。L. Levi, International Law

 w
ith M

aterials 
for a Code of International Law

 (London, 1887), p.18.


